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 青森県埋蔵文化財調査センターでは、平成 20 年度から一般国道 45 号上北道路建設事


業予定地内に所在する遺跡の発掘調査を実施しています。平成 21 年度までに六戸町管


内に所在する犬落瀬柳沢遺跡、根古橋遺跡、堀切沢 (2)・(3) 遺跡を順次調査してまい


りました。このうち、犬落瀬柳沢遺跡・根古橋遺跡については平成 20 年度の調査結果


が報告されています。本報告書は、平成 21 年度に実施した根古橋遺跡の調査結果をま


とめたものです。


　根古橋遺跡は平成 21 年度調査の結果、縄文時代の落とし穴 1 基、平安時代の竪穴住


居跡 5 軒・土坑 3 基が発見されました。その結果、平成 20 年度の調査結果と併せて、本


遺跡は縄文時代には狩猟の場として、平安時代には小規模な集落として利用されていた


ことが明らかになりました。平安時代の出土遺物には土師器・須恵器のほかに、羽口や


鉄製品、製塩土器が含まれ、平安時代には、鉄の加工を行い、海岸部の遺跡と交流があっ


たことも明らかになりました。


　この成果が今後、埋蔵文化財の保護と研究等に広く活用され、また、地域の歴史を理


解する一助となることを期待します。


　最後に、日頃から埋蔵文化財の保護と活用に対してご理解をいただいている国土交通


省東北地方整備局青森河川国道事務所に厚くお礼申し上げるとともに、発掘調査の実施


と報告書の作成にあたりご指導、ご協力をいただきました関係各位に対し、心より感謝


いたします。


　平成 23 年 3 月


                                                 青森県埋蔵文化財調査センター


                                         所　長　新 岡  嗣 浩











例  言


１　本書は、国土交通省東北地方整備局青森河川国道事務所による一般国道 45 号上北道路建設事業


に伴い、青森県埋蔵文化財調査センターが平成 21 年度に発掘調査を実施した上北郡六戸町根古橋


遺跡の発掘調査報告書である。発掘調査面積は 3,100 ㎡である。


２　根古橋遺跡の所在地は、青森県上北郡六戸町大字犬落瀬字根古橋 229-1 外、青森県遺跡番号は


405061 である。


３　発掘調査及び整理・報告書作成の経費は、発掘調査を委託した国土交通省東北地方整備局青森


河川国道事務所が負担した。


４　発掘調査から整理・報告書作成の期間は以下のとおりである。


　　　発掘調査期間　　　　　　平成 21 年 4 月 27 日から平成 21 年 7 月 17 日


　　　整理期間　　　　　　　　平成 22 年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日


５　本書は青森県埋蔵文化財調査センターが編集し、青森県教育委員会が作成した。執筆と編集は、


青森県埋蔵文化財調査センター文化財保護主幹能代谷征則、文化財保護主幹中村哲也が担当し、


文末に執筆者名を記した。依頼原稿については、文頭に執筆者名を記した。


６　発掘調査から整理・報告書作成にあたり、以下の業務については委託により実施した。


　　　航空写真撮影　　　　( 株 ) シン技術コンサル


　　　石器の石質鑑定　　　八戸市文化財審議委員　松山　力


　　　炭化材の樹種同定　　古代の森研究舎


　　　炭化種実の同定　　　古代の森研究舎


　　　放射性炭素年代測定　株式会社　加速器分析研究所


　　　遺物の写真撮影　　　土器　シルバーフォト


　　　　　　　　　　　　　石器　スタジオエイト


７　発掘調査及び整理・報告書作成における出土品、実測図、写真等は、現在、青森県埋蔵文化財


調査センターが保管している。


８　本書に掲載した地形図（遺跡位置図等）は、国土交通省国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図『八


戸』・『三沢』を複写して使用した。


９　測量原点の座標値は世界測地系に基づく平面直角座標第Ⅹ系による。


10　挿図中の方位はすべて世界測地系の座標北を示している。


11　遺構については、検出順に、予め定めたその種類を示す略号と、通し番号を付した。遺構に使


用した略号は以下のとおりである。


　　ＳＢ　掘立柱建物跡　　ＳＤ　溝跡　　　　ＳＥ　井戸跡　　　　　　ＳＩ　住居跡


　　ＳＫ　土坑　　　　　　ＳＮ　焼土遺構    ＳＱ　配石・集石遺構　　ＳＲ　土器埋設遺構　


　　ＳＴ　捨て場　　　　　ＳＶ　溝状土坑　　ＳＸ　その他の遺構


12　遺構実測図の土層断面図等には、水準点を基にした海抜標高を付した。


13　遺構実測図の縮尺は、原則として竪穴住居跡等のカマド等は 1/30、竪穴住居跡・土坑・溝状土


坑は 1/60 に統一し、各挿図毎にスケール等を示した。







14　遺構実測図に使用した網掛けの指示は、以下のとおりである。


15　遺跡の基本土層にはローマ数字、遺構内堆積土層には算用数字を使用した。


16　基本土層・遺構内堆積土層の色調表記等には『新版標準土色帖』（小山忠正・竹原秀雄 編 1993


年度版）を使用した。


17　遺物については、取り上げ順にその種類を示す略号と通し番号を付した。遺物に使用した略号


は、以下のとおりである。


　　P- 土器　S- 石器　C- 炭化材


18　遺物実測図には、原則として挿図毎に１から通しの図番号を付した。


19　遺物実測図の縮尺は、原則として土師器・羽口・礫石器は 1/3、鉄製品は 1/2 に統一し、各挿


図毎にスケール等を示した。


20　遺物実測図に使用した網掛けの指示は、以下のとおりである。


21　遺物観察表・計測表に使用した略号等については、各表毎に指示内容を示した。土製品、石器


等の計測値は、長さ×幅×厚さ (cm)・重さ (g) の順に表記したが、（　）内の数値は現存値である。


22　遺物写真には、遺物実測図と共通の図番号を付した。


23　遺物写真の縮尺は、原則として土師器・羽口・礫石器は 1/3、鉄製品は 1/2 に統一し、各図版


毎にスケ－ル等を示した。
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第 1章 調査の概要


第 1節　調査に至る経緯


　一般国道 45 号上北道路は、第二みちのく有料道路や百石道路へのアクセス向上、一般国道 45 号


の交通混雑緩和や事故の減少、沿道環境の改善を目的として計画された、六戸町大字犬落瀬から東


北町大字大浦に至る全長 7.7km のバイパスである。


　当該事業予定地内に所在する埋蔵文化財の取り扱いについての協議は、平成 19 年度に国土交通


省東北地方整備局青森河川国道事務所 ( 以下、青森河川国道事務所 ) から工事予定地内の埋蔵文化


財包蔵地の有無について青森県教育庁文化財保護課（以下、文化財保護課）に照会がなされたこと


に始まった。事業予定地内の遺跡を確認した結果、犬落瀬柳沢遺跡、根古橋遺跡、堀切沢 (2) 遺跡、


堀切沢 (3) 遺跡等の所在が明らかになり、平成 19 年 5 月 17 日～ 5 月 18 日にかけて青森河川国道事


務所と文化財保護課及び青森県埋蔵文化財調査センター（以下、埋蔵文化財調査センター）による


現地踏査・協議を実施し、試掘・確認調査を先行させ、発掘調査の条件の整った遺跡から順次調査


することとなった。　


　根古橋遺跡については、平成 20 年 7 月 14 日付けの国東整青第二調第 18 号により、当該地区の工


事届け出がなされ、平成 20 年 7 月 23 日付けで青森県教育委員会教育長から埋蔵文化財の記録の作


成のための発掘調査が指示された。これをうけて青森河川国道事務所、文化財保護課、埋蔵文化財


調査センターの三者で最終的な協議を行い、同年 8 月から埋蔵文化財調査センターを調査機関とし


て、用地買収が完了した 3,600 ㎡の本調査を実施した。その結果、根古橋遺跡は縄文時代及び平安


時代の遺跡であることが判明した。


　その後平成 20 年 10 月に、用地買収が完了し次第、残りの約 3,100 ㎡の本調査を実施することを


確認した。


  平成 21 年 3 月に青森河川国道事務所、文化財保護課、及び埋蔵文化財調査センターの三者で発掘


調査前の事前協議を行い、平成 21 年 4月 27 日から発掘調査を実施した。(成田 )


第 2節　調査の方法


(1) 発掘作業の方法
　文化財保護課の試掘調査および平成 20 年度の調査の結果から、平安時代の遺構調査に重点をおい


て、遺跡の時期・構造等を把握できるような調査方法を採用した。


〔測量基準点・水準点の設置・グリッド設定〕グリッドの軸線は公共座標に軸を一致させることとし、


グリッド基点は、遺跡全体を包含するよう、かつ、X 座標・Y 座標とも整数部下二桁が 00 となる


地点を選定した。各グリッドは、南から北に A ～ Y のアルファベット、西から東に算用数字を付け


て、その南西隅の組み合わせで呼称した。その結果、グリッド基点 AA-0 の座標値は X=73,600.000 


Y=41,200.000、その他例を挙げれば、BA-35 グリッドが（X=73,700.000 Y=41,340.000）、AU-25 グ


リッドが（X=73,680.000 Y=41,300.000）となった。調査対象区域を取り囲むように、4 級測量基準


点を測量業者に委託して設置した。測量原点は当該事業に伴って設置された 3 級基準点の 17-14（世
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根古橋遺跡Ⅱ


界測地系で X=73,429.851 Y=41,525.969）、17-15（X=73,619.445 Y=41,473.388）を利用した。新設


点の成果計算方法は結合トラバース方式によ


り、座標値は表１のとおりである。これを基に、


公共座標第Ⅹ系に軸を一致させた 4m × 4m のグ


リッドを設定した。現地においては、グリッド


の目安となる 20m 四方の方眼杭を打設し、必


要に応じ細かな方眼を打設した。レベル原点も、


既存成果 ( 前出 ) の 17-15( 地盤高 40.179m) を


与点として各4級基準点に標高を設置した。〔基


本土層〕遺跡の基本土層については、平成 20


年度の調査に基づき表土から順にローマ数字を


付けて呼称した。〔表土等の調査〕文化財保護


課の試掘調査、平成 20 年度の調査により、表土は遺物が希薄であることが分かったので、重機を併


用して掘削の省力化を図ったが、重機導入までの期間は人力で掘削を行った。33 ライン以西は、か


つて水田であったことが旧地権者からの聞き取りで判明しており、削平を受けたことが予測された


ため、重機を使用しながら深度を見極め、可能な限り重機により耕作土・盛土を除去した。遺物は、


適宜地区単位で層位毎に取り上げた。〔遺物包含層の調査〕上層から層位毎に人力で掘削した。遺物


は散発的に出土したので、原則としてグリッド単位で層位毎に取り上げた。〔遺構の調査〕検出遺構


には、原則として確認順に種類別の番号を付けて精査した。堆積土層観察用のセクションベルトは、


遺構の形態、大きさ等に応じて、基本的には 4 分割又は 2 分割で設定したが、遺構の重複や付属施


設の有無等により必要に応じて追加した。遺構内の堆積土層には算用数字を付けて、ローマ数字を


付けた基本土層と区別した。遺構の平面図は、主に簡易遣り方測量で、縮尺 1/20 を基本として作成


した。遺構の堆積土層断面図や竪穴住居跡に伴う炉等の平面図、出土遺物の形状実測図等は、簡易


遣り方測量等で縮尺 1/20・1/10 の実測図を作成した。遺構内の出土遺物については、遺構単位・遺


構内地区単位で層位毎に又は堆積土一括で取り上げたが、焼失住居の炭化材や、炭化材と同一層位


の遺物、炉・カマドの出土遺物については、トータルステーションや簡易遣り方測量により、必要


に応じて縮尺 1/20・1/10 のドットマップ図・形状実測図等を作成した。〔写真撮影〕写真撮影には


原則として 35mm モノクローム、35 ㎜カラーリバーサルの各フィルム及び 1220 万画素のデジタルカ


メラを併用し、発掘作業状況、土層の堆積状態、遺物の出土状態、遺構の検出状況・精査状況・完


掘後の全景等について記録した。また、業者に委託してラジコンヘリによる遺跡及び調査区域全体


の空中写真撮影を行った。


(2) 整理作業の方法
　調査の結果、平安時代の竪穴住居跡5軒、平安時代の土坑3基、縄文時代の溝状土坑1基が検出され、


平安時代の遺物が段ボール 11 箱分出土した。平安時代集落の時期・構造等を解明するため、竪穴住


居跡をはじめとする各遺構の構築時期の検討に重点をおいて整理・報告書作成作業を進めた。


〔図面類の整理〕遺構の平面図は簡易遣り方測量を主に、一部トータルステーションを用いて作成し


た。整理作業では平面図と堆積土層断面図や炉等の付属施設の実測図等との図面調整を行った。ま


表 1　新設 4級基準点成果表


点名 X座標 Y座標 標高 点種


MB.1 73,679.083 41,739.763 37.232 木杭


MB.2 73,684.036 41,333.037 36.309 木杭


MB.3 73,650.277 41,332.263 38.559 木杭


MB.4 73,693.100 41,269.035 36.688 木杭


MB.5 73,698.697 41,456.440 - -


※世界測地系
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た、遺構台帳・遺構一覧表等を作成して、発掘作業時の所見等を整理した。〔写真類の整理〕35mm


モノクロームフィルムは撮影順に整理してネガアルバムに収納し、35 ㎜カラーリバーサルフィルム


は発掘作業状況、包含層遺物の出土状態、遺構毎の検出・精査状況等に整理してスライドファイル


に収納した。また、デジタルカメラのデータは 35 ㎜カラーリバーサルフィルムと同様に整理して


タイトルを付けた。〔遺物の洗浄・注記と接合・復元〕縄文時代の遺構出土遺物及び包含層出土遺


物を優先的に洗浄し、接合・復元作業を早期に進めるようにした。遺物の注記は、調査年度、遺跡


名、出土区・遺構名、層位、取り上げ番号等を略記したが、剥片石器等の直接注記できないものは、


収納したポリ袋に注記した。接合・復元にあたっては、同一個体の出土地点・出土層等の整理を怠


らないようにした。〔遺物の観察・図化〕遺物全体の分類を適切に行った上で、遺構に伴って使用・


廃棄（放置）された資料、遺構の構築・廃絶時期等を示す資料、遺存状態が良く同類の中で代表的


な資料、所属時代 ( 時期 )・型式・器種等の分かる資料等を主として選別した。充分観察した上で、


遺物の特徴を適切に分かり易く表現するように図化した。特に、縄文土器の復元個体については、


可能な限り ( 拓本を使用せず ) 実測図を作成するようにした。また、遺物台帳・観察表・計測表等


を作成した。〔遺物の写真撮影〕業者に委託して行ったが、実測図等では表現しがたい質感・雰囲気・


製作技法・文様表現等を伝えられるように留意した。〔理化学的分析〕竪穴住居跡の建築材を特定す


るための炭化材の樹種同定、炭化材の年代測定、炭化種実の同定を業者に委託して行った。〔遺構・


遺物のトレース・版下作成〕遺構・遺物の実測図やその他の挿図のトレースは、( 株 )CUBIC 製「トレー


スくん　Cubic」を用いたデジタルトレースを併用した。実測図版・写真図版等の版下作成もデジタ


ルデータによる編集を採用した。遺構内出土遺物のうち、焼失住居の炭化材や、炭化材と同一層位


の出土遺物については、必要に応じて縮尺 1/20・1/10 のドットマップ図・形状実測図等を掲載した。


〔遺構の検討・分類・整理〕各遺構毎に種類・構造的特徴・出土遺物・他の遺構との新旧関係等に関


するデータを整理し、構築時期や同時性・性格等について検討を加えた。〔遺物の検討・分類・整理〕
遺物を時代・時期・種類毎に整理し、出土遺物全体の分類・器種構成・個体数等について検討した。〔調


査成果の検討〕遺構・遺物の検討結果を踏まえて、遺跡時期・構造・変遷等について検討・整理した。


第 3節 調査の経過


(1) 発掘作業の経過
　平成 21 年度の当該事業は、4 月 27 日から 7 月 24 日までの予定で、根古橋遺跡、堀切沢 (2)・(3)


遺跡を対象として実施することになった。根古橋遺跡の発掘調査は、そのうち 4 月 27 日から 6 月


30 日までの期間を、堀切沢 (2)・(3) 遺跡の調査は、7 月 1 日から 7 月 24 日までの期間を当てるこ


とにした。ただし後述するように、根古橋遺跡では遺溝の内容から、当初の予定どおりに調査を終


了するのは困難であることが判明し、調査期間を 7 月 17 日まで延長し、これに伴って堀切沢（2）・（3）


遺跡でも調査期間を 7 月 31 日まで延長した。


　発掘調査体制は、以下のとおりである。


調査主体　　　　青森県埋蔵文化財調査センター


所長　　　　　　新岡　嗣浩


次長　　　　　  工藤　大（平成 22 年 3 月退職）
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総務GM　　　　　木村　繁博


調査第一GM　　  成田　滋彦


文化財保護主幹　中村　哲也（発掘調査担当者）


文化財保護主事　澤田　恭平（発掘調査担当者）( 平成 22 年 3 月退職 )


調査補助員　　　鈴木貴仁 ( 平成 22 年 10 月退職)　木村崇志（平成 23 年 2 月退職）


　　　　　　　　佐々木香澄（平成 23 年 1 月退職）　大谷望


専門的事項に関する指導・助言


調査指導員　　　村越　潔　　国立大学法人　弘前大学名誉教授（考古学）


調査員　　　　　三浦　圭介　北里大学非常勤講師（考古学）


　　　　　　　　山口　義伸　県立浪岡高校教諭（地質学）


　発掘作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。


　平成 20 年度に文化財保護課が行った試掘調査、埋蔵文化財調査センターが行った本調査の結果、


平安時代の竪穴住居跡・縄文時代の溝状土坑が確認されているので、表土から順次掘り下げて、平


安時代の遺構の検出・調査、縄文時代の遺構の検出・調査の順に発掘作業を進めることにした。結


果的には平安時代の遺構・縄文時代の遺構とも同一層準で検出・調査することとなった。


　3 月下旬、青森河川国道事務所 ( 調査委託者 )、文化財保護課と調査前の打合せを行い、発掘作業


の進め方等について再度確認した。4 月下旬、調査事務所、器材庫、発掘作業員休憩所や仮設トイ


レの設置、駐車場の整備等、事前の準備作業を行った。4 月 27 日、発掘器材等を現地へ搬入し、環


境整備後、調査区域の東部から発掘作業を開始した。4 月下旬～ 5 月上旬、測量基準点・水準点を、


( 有 ) イブキサーベイングに委託して設置し、5 月上旬、これに基づいて 20m 単位のグリッド杭を打


設した。5 月中旬、重機を導入し、調査区西部の土層を除去し遺構検出に努めた。以後、順次遺構


検出・精査を実施したが、竪穴住居跡の掘方が深く、また、炭化材が多量に残存する焼失住居が含


まれることが判明した。そのため、6 月中旬、根古橋遺跡の調査期間を 7 月 17 日まで延長し、7 月


1 日から 7 月 17 日までは堀切沢 (2)・(3) 遺跡と併行して発掘調査を行うこととした。7 月上旬、遺


構の精査の大半を終え、7 月 9 日、( 株 ) シン技術コンサルに委託して遺跡及び調査区域全体の空中


写真撮影を行った。7 月 17 日、残っていた若干の遺構精査を終了し、堀切沢 (3) 遺跡へ機材を移動


した。7 月下旬、現地からプレハブ・鉄板等、すべての機材を撤収した。8 月 26 日、所轄の警察署


に文化財保護課から遺物発見届を提出した。


(2) 整理・報告書作成作業の経過
　平成 21 年度の根古橋遺跡発掘調査では、縄文時代の遺構が 1 基、古代の遺構が 8 基、遺物が段ボー


ル箱で 11 箱出土した。報告書刊行事業は平成 22 年度に実施することになったが、写真類の整理作


業等は、発掘作業終了後の平成 21 年 11 月に終了している。また、遺物の洗浄・注記は平成 22 年 3


月までに終了した。この他の整理・報告書作成作業は平成 22 年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日ま


での期間で行った。根古橋遺跡は縄文時代と古代の複合遺跡であり、検出遺構の中では平安時代の


遺構が大多数をしめ、出土遺物の中では平安時代の土師器が多い点等を考慮して、これに応じた整


理作業の工程を計画した。報告書の総頁数は 100 頁で、このほとんどを平安時代の遺構・遺物の記
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載にあてることにした。


　整理・報告書作成体制は以下のとおりである。


調査主体　青森県埋蔵文化財調査センター


所長　　　　　　新岡　嗣浩


次長　　　　　　畠山　昇


総務GM　　　　　木村　繁博


文化財保護主幹　能代谷　征則（報告書作成担当者）


文化財保護主幹　中村　哲也（報告書作成担当者）


整理作業員等　　安田奈津季　増田章子（平成 22 年 9 月退職）　髙田裕子　工藤美香　熊谷舞子 ( 平


　　　　　　　　成 22 年 10 月から )　


　整理・報告書作成作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。


　4 月上旬、グリッド別の遺物出土量を集計し、遺物の接合・復元作業を進めた。この間に、石器


の報告書掲載遺物を選別した。5 月中旬～、剥片石器の実測を開始した。6 月中旬には炭化材の年


代測定を㈱加速器分析研究所に委託した。7 月上旬、礫石器のひととおりの実測を終えた。8 月中


旬、土器の実測を開始した。9 月、炭化種実・炭化材のサンプル等を整理して古代の森研究舎に理


化学的分析を委託した。10 月上旬から、礫石器・土器の実測図の修正と土器の実測を併行して進め


た。図化の指示は土器・羽口・鉄製品を中村が、石器を能代谷・中村が行った。10 月末～ 12 月下旬、


図化作業が終了した遺物から、順次トレースを行った。トレースが終了した遺構・遺物については、


印刷用の版下を作成した。この間に、シルバーフォト・スタジオエイトに委託して報告書掲載遺物


の写真撮影を行い、写真図版を作成した。また、調査成果を総合的に検討して、報告書の原稿作成


を開始した。12 月中旬、原稿・版下等が揃ったので、報告書の割付・編集を行い、1 月下旬、印刷


業者を入札・選定して入稿した。3 月 30 日、3 回の校正を経て、報告書を刊行した。最後に、記録類・


出土品を整理して収納した。( 中村 )
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図 2　遺跡の位置と周辺の地形 (S=1/1,000)


中央網掛け部が調査範囲
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第 2章　遺跡周辺の地形・地質と遺跡の層序


第 1節　遺跡周辺の地形・地質


　青森県の太平洋側中部に位置する上北平野は、北は野辺地付近から南は奥入瀬川に至る南北 30km、


東西 25km の範囲である。本地域は海成段丘が発達することがよく知られている。


　上北平野の地史を扱った論考はいくつかあるが、桑原 (2004) によれば、海成段丘面は高位のも


のから袋町面、七百面、天狗岱面、高館面に区分される。袋町面は上北平野の西部に分布し、標高


140 ～ 100m である。七百面は袋町面の東側に分布し、標高 100 ～ 60m、上北平野中央部では南北に


細長く分布する。天狗岱面は七百面の東側に分布し、標高 60 ～ 40m である。上北平野の広い範囲で


認められ、小川原湖西方では七百面を東側から浸食して 9km 以上湾入する。高館面は陸奥湾と太平


洋岸沿いの標高 45 ～ 10m に分布する最低位の海成段丘である。


　これらの海成段丘を開析して、河川が太平洋・小川原湖に向かって流れる。上北平野南端付近で


は、現在の三本木幹線用水路（十和田市から六戸町管内では十和田観光電鉄が並行して走っている）


付近を分水嶺として、これより南側では奥入瀬川に向かって小河川が流れ込む。これらの河川に沿っ


て河成段丘である根城面、柴山面、七戸面、三本木面が分布する（宮内　1985）。


　遺跡は、六戸町管内の分水嶺から北へ約 1.8km、JR 三沢駅から西南西に 2.8km、標高 40 ～ 35m 前


後の天狗岱段丘上に位置する。微地形的には遺跡の西側～北側を流れる姉沼川とその枝谷に挟まれ


た舌状台地上にあたる。姉沼川との比高差は約 20m である。天狗岱段丘の段丘構成物である天狗岱


層は内湾性の砂～泥層の下部と、海浜性砂層の上部からなる（桑原　前出）。その上部を下位から天


狗岱火山灰層、高館火山灰層、八戸火山灰層が覆っている。さらに上位の完新世火山灰は遺跡内で


は成層状態では確認されず、黒ボク土へと漸移する。


第２節　遺跡の層序


　調査区は平成 20 年度の調査区の隣接地であり、層序については平成 20 年度調査のものをそのま


ま適用可能であったため、これを踏襲した。ここでは、平成 20 年度の層序の記載を参照しつつ説明


する。


第Ⅰ層 10YR2/1 黒色シルト


第Ⅱ層 10YR1.7/1 黒色シルト


第Ⅲ層 10YR2/2 ～ 3/2 黒褐色砂質シルト


 　第 5 号溝状土坑が検出された BA-34 グリッド付近では、下部ほど中掫浮石に起源すると 


 思われる黄褐色の微細な浮石が多くなる。


第Ⅳ層 10YR3/4 暗褐色シルト


第Ⅴ層 10YR7/8 黄橙色シルト質火山灰土


第Ⅵ層 10YR6/8 明黄褐色シルト質火山灰土


第Ⅶ層 明黄褐色浮石　八戸火山灰第Ⅳ層。
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小川原湖


姉沼


砂土路川


県道 号


姉沼川


三沢市役所


古間木川


根古橋遺跡


県道10号


凡　例
湖･川･道路


砂礫堆


三角州


谷底平野(幅の広いもの)


下位面


崖


高館面


天狗岱面


谷底平野(幅の狭いもの)


七百面


急な斜面


0 1 2km


図 3　遺跡周辺の地形区分


（青森県埋蔵文化財調査報告書第 481 集　図 2を再トレース）
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図 5　平成 21 年度調査土層断面


第Ⅷ層 10YR7/8 黄橙色粘土質火山灰土・浮石　八戸火山灰第Ⅱ～Ⅲ層。


第Ⅸ層 10YR7/4 にぶい橙色粘土質火山灰土　八戸火山灰第Ⅰ層。


第Ⅹ層 5YR5/3 にぶい褐色粘土質火山灰土　高館火山灰最上部の暗色帯。


第ⅩⅠ層 5YR4/4 にぶい赤褐色粘土質火山灰土　高館火山灰層。


　33 ライン以西の調査区は、調査開始時は畑地であったが、かつては水田として利用されていた。


そのため削平を受けており、耕作土・床土を除去すると第ⅩⅠ層から第Ⅲ層が露出した。本来南か


ら北に向かって緩やかに傾斜する尾根地形であったと考えられる。図示した写真は 23 ライン付近の


調査区北壁のものである。また、33 ラインから 43 ラインにかけては緩やかな谷状地形が形成され


ており、第Ⅲ層の堆積が厚くなっていた。平安時代の遺構はこの地形を取り囲むような形で検出さ


れた。


　遺物は遺構外からはごく少量の縄文土器の細片が出土したに過ぎないが、ほとんどは耕作土に伴


うものであり、混入の可能性も考えられる。また、平安時代の竪穴住居跡覆土の最上層から少量の


縄文土器が出土している。（中村）


図 4　平成 20 年度調査基本層序


ⅩⅠ


Ⅷ
Ⅸ


Ⅹ


盛盛土


旧耕作旧耕作土


Ⅳ


Ⅴ


Ⅵ
Ⅶ


0 1m 


1/40
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表 2　遺構一覧表
計測値が上下二段のものは、上段が開口部、下段が底面の値である。深さは断面図において、遺構の最も高い部分と低い部分の差をとった。
溝状土坑の短軸は、長軸の１/2 付近で計測した。


遺構名 略号 検出層位 時代・時期 位置
計測値


重複 備考
長軸 (m) 短軸 (m) 深さ (m) 床面積 (㎡ )


第 2号竪穴住居
跡


SI-2 Ⅲ層 平安時代 AU・AV-37・38 3.41 3.32 0.59 8.51 -


3.08 2.93 


第 3 号竪穴住居
跡


SI-3 Ⅴ～Ⅹ層 平安時代 AV・AW-27 ～
29


5.06 4.82 0.40 22.75 -


4.92 4.70 


第 4 号竪穴住居
跡


SI-4 Ⅲ層～Ⅴ層 平安時代 AU・AV-32・33 3.56 3.17 0.72 9.06 -


3.32 2.74 


第 5 号竪穴住居
跡


SI-5 Ⅲ層下部～
Ⅴ層


平安時代 BB・BC-23・24 4.83 4.83 0.70 18.16 -


4.37 4.35 


第 6 号竪穴住居
跡


SI-6 Ⅲ層下部 平安時代 BA・BB-32・33 3.94 3.53 0.75 9.75 -


3.47 2.99 


第 4 号土坑 SK-4 Ⅵ～ⅩⅠ層 平安時代 AV・AW-26 1.86 1.81 0.39 - -


1.81 1.77 


第 5 号土坑 SK-5 Ⅵ～ⅩⅠ層 平安時代 AU-24・25 1.04 0.94 0.46 - -


0.71 0.50 


第 6 号土坑 SK-6 Ⅲ層 平安時代 BA・BB-23 1.15 1.12 0.39 - -


1.05 1.00 


第 5 号溝状土坑 SV-5 Ⅲ層 縄文時代前期後
半かそれ以降


BA-34 2.72 0.42 1.06 - -


2.43 0.17 


第 3章　検出された遺構と遺物


第１節　検出遺構・遺物の概要


　平成 21 年度の調査では平安時代の竪穴住居跡 5 軒、平安時代の土坑 3 基、縄文時代の溝状土坑 1


基が検出された。


　遺跡は第 2 章で述べたように、天狗岱段丘面に位置する。付近の段丘は姉沼・小川原湖に向かっ


て次第にその高度を減じていく。遺跡周辺は姉沼川につながる枝谷によって東西を開析され、姉沼


川にむかって突き出した舌状台地となっている。調査区付近の標高は 40 ～ 35m である。付近は畑地


または水田となっているが、水田は稲生川・三本木幹線水路が敷設され、潅漑が可能となって以降


の産物であると考えられる。


　33 ライン以西は、調査開始前は畑地であったが、以前は水田であったという。そのため重機によっ


て削平されており、耕作土・盛土を除去した時点で第ⅩⅠ層～第Ⅲ層が露出する状況で、ほとんど


の範囲で重機のキャタピラの痕跡が確認できた。旧地形は調査区の南側を頂点とする尾根の北側斜


面であったと考えられる。33 ライン以東は、北側に向かって傾斜する斜面地で、弱い沢状地形を呈


している。調査開始前の現状は畑地であって、黒色土は良好に保存されていた。


　平安時代の遺構は 20m 前後の距離をもって検出された。33 ライン以西の削平範囲にはさらに遺構


が存在した可能性がある。平成 20 年度の調査成果をあわせて考えれば、尾根頂部から斜面にかけて


集落が存在したものと考えられる。


　縄文時代の溝状土坑は 34 ライン付近で検出されたが、平成 20 年度の調査成果とあわせても検出


数は 5 基のみで、明確な配列を読み取ることは難しい。
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図 6　遺構配置図 (1/1,000)
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根古橋遺跡Ⅱ


図 7　第 2号竪穴住居跡 (1)


第 2節　検出された遺構とその出土遺物


　検出された各遺構の位置、規模等については一覧表（表 2）にまとめ、その他の属性について記


述する。


第 2 号竪穴住居跡（SI-2）［図 7 ～ 9］


　［堆積土等］28 層に分層した。床面直上には黄褐色・暗褐色の火山灰土を含む土層が堆積してい


たが、その他の大半は黒色・暗褐色の砂質シルト・シルトが主体である。南壁際には崩落土の可能


性がある土層が認められたが、その他の壁では確認できなかった。壁の形状が南壁上半をのぞいて


ほぼ垂直に立ち上がることと関連するものと思われる。


［壁］北側にむかって下る緩斜面に位置するため南壁が最もよく残存していた。壁高は南壁で約


60cm、東壁・西壁で約 40cm、北壁で約 25cm である。壁下部は基本層序第Ⅴ層でおおむね垂直に立


ち上がり、基本層序第Ⅲ層を壁とする上部では大きく外傾する。


［カマド］東壁北寄りに地下式のカマドが検出された。検出時の状況は、粘土や焼土を含む土層が1.5m


× 1.3m の範囲に広がっていた。この土層中には多量の土師器片、羽口片等が含まれていた。焚き口


から向かって左側（北側）の袖に当たる位置では礫が検出された。袖の芯材の可能性も考えられたが、


固定されておらず、廃絶時にこの位置に置かれた可能性が高い。縦断面は火床面から竪坑部に向け
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SI-2 A-A’・B-B’
第 1 層 10YR3/2 黒褐色砂質シルト φ 1mm 以下。アワズナを母材とする。しまり


強い。粘性無し。
第 2 層 10YR2/2 黒褐色シルト　φ 1mm 以下。白色浮石 (アワズナ )5%。黄褐色ロ


ーム粒 (φ 1～ 2mm)3%。しまり強い。粘性無し。
第 3 層 10YR2/1 黒色シルト　10YR3/2 黒褐色シルト 5%。白色浮石 (アワズナ )(


φ 1mm以下 )5%。黄褐色ローム粒 (φ 2～ 5mm)3%。しまりややあり。粘性
ややあり。


第 4 層 10YR3/2 黒褐色砂質シルト　白色浮石 (アワズナ )多量混入 (φ1mm 以下
)15%。黄褐色ローム粒 (φ 3～ 5mm)3%。一部にロームブロック (φ30mm)
が混入。小礫 (φ 2～ 5mm)3%。焼土粒 (φ 1mm以下 )1%。しまり無し (上
層はややあり )。粘性ややあり。


第 5 層 10YR3/3 暗褐色シルトと 10YR2/2 黒褐色シルトとの混合土　白色浮石 (
アワズナ)(φ1mm以下)7%。黄褐色ローム粒(φ1～2mm)3%。しまり無し。
粘性無し。


第 6 層 10YR2/2 黒褐色シルトと 10YR3/3 暗褐色砂質シルトの混合土　白色浮石 (
アワズナ )(φ 1mm 以下 )10%。黄褐色ローム粒 (φ5～ 10mm)3%。一部に (
φ20mm)のロームブロック混入。焼土粒(φ1mm以下)5%。しまりややあり。
粘性無し。


第 7 層 10YR2/1 黒色シルト　10YR3/2 黒褐色砂質シルト 5% 混入。白色浮石 (ア
ワズナ )( φ 1mm 以下 )3%。黄褐色ローム粒 (φ2～ 5mm)2%


第 8 層 10YR2/1 黒色シルト　10YR2/2 黒褐色シルト 5% 混入。白色浮石 (アワズ
ナ)(φ 1mm以下)3%。黄褐色ローム粒(φ 2～ 5mm)2%。しまり無し。粘性
ややあり。遺物混入。


第 9 層 10YR2/1 黒色シルト　10YR3/2 黒褐色砂質シルト 3% 混入。白色浮石 (ア
ワズナ )( φ 1mm 以下 )5%。黄褐色ローム粒 (φ1～ 2mm)2%。焼土粒 (φ
1mm 以下 )1%。しまり無し。粘性無し。遺物混入。


第 10 層 10YR3/2 黒褐色シルトと 10YR5/8 黄褐色粘土質シルトとの混合土　
10YR2/1黒色シルト3%。白色浮石(アワズナ)(φ1mm以下)5%。しまり無し。
粘性無し。


第 11 層 10YR2/1 黒色シルトと 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質シルトとの混合土　
一部に黄褐色ロームブロック (φ 20mm 以下 )混入。小礫 (φ2～ 5mm)2%
混入。焼土粒 (φ 1mm 以下 )2%。しまり無し。粘性ややあり。


第 12 層 10YR2/1 黒色砂質シルトと 10YR3/3 暗褐色シルトとの混合土　白色浮石 (
アワズナ )( φ 1mm 以下 )5%。黄褐色ローム粒 (φ2～ 3mm)2%。小礫 (φ2
～ 5mm)1%。しまりあり。粘性無し。


第 13 層 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シルトと 10YR5/6 黄褐色粘土質シルトとの混
合土　黄褐色ローム粒 (φ 7～ 10mm)3%。7.5YR6/8 橙色 (焼土粒 ?)2%。
炭化物粒1%。小礫(φ2～5mm)2%。しまり無し。粘性ややあり。遺物混入。


第 14 層 10YR3/3 暗褐色砂質シルトと 10YR2/1 黒色シルトとの混合土　10YR3/3 暗
褐色粘土、ブロック状に 3%。白色浮石 (アワズナ )(φ1mm 以下 )10%。黄
褐色ローム粒(φ 2～ 5mm)5%。焼土粒(φ 1mm以下 )5%。炭化物3%。小礫
(φ 1～ 2mm)2%。しまり無し。粘性ややあり。遺物混入。


第 15 層 10YR2/2 黒褐色砂質シルト　白色浮石 (アワズナ )(φ7 ～ 10mm)2%。焼土
粒 (φ 1～ 2mm)2%。しまりややあり。粘性無し。


第 16 層 10YR2/3 黒褐色砂質シルト　白色浮石 (アワズナ )(φ1mm 以下 )5%。黄
褐色ローム粒 (φ 2～ 5mm)2%。7.5YR4/4 褐色浮石 (φ7～ 10mm)2%。
7.5YR4/4褐色粘土1%。焼土粒(φ1～2mm)1%。しまり無し。粘性ややあり。


第 17 層 10YR6/6 明黄褐色粘土質シルト　黄褐色浮石 (φ20 ～ 30mm) 混入。しま
りややあり。粘性あり。貼床の一部 ?。


第 18 層 10YR4/4 褐色粘土と 10YR6/8 明黄褐色粘土質シルトとの混合土　黄褐色
浮石 2%。炭化物 2%。焼土ブロック 5%。小礫 (φ3～ 5mm)1%。しまりあり。
粘性無し。


第 19 層 10YR3/3 暗褐色砂質シルト　白色浮石 (アワズナ )(φ1mm 以下 )15%。黄
褐色ローム粒 (φ 2～ 5mm)2%。しまりあり。粘性無し。


第 20 層 10YR5/6 黄褐色粘土質シルト 10YR3/3 暗褐色砂質シルトとの混合土　白
色浮石 (アワズナ )(φ 1mm以下 )7%。黄褐色ローム粒 (φ1～ 2mm)5%。し
まりあり。粘性ややあり。一部カクランの影響で柔らかくなっている所
あり。


第 21 層 10YR3/2 黒褐色砂質シルト　白色浮石 (アワズナ )(φ1mm 以下 )10%。黄
褐色ローム粒 (φ 1mm)1%。しまりややあり。粘性無し。一部カクランの
影響で柔らかくなっている所あり。


第 22 層 10YR3/2 黒褐色シルト　白色浮石 (アワズナ )(φ1mm 以下 )7%。黄褐色ロ
ーム粒 (φ 1～ 2mm)3%。しまりややあり。粘性無し。カクラン層。


第 23 層 10YR3/2 黒褐色シルト　白色浮石 (アワズナ )(φ1mm 以下 )2%。黄褐色ロ
ーム粒 (φ 1～ 2mm)2%。しまり無し。粘性無し。


第 24 層 10YR4/4 褐色粘土質シルトと 10YR2/3 黒褐色シルトとの混合土　黄褐色
ローム粒(φ1～2mm)2%。小礫(φ1～2mm)2%。しまり無し。粘性ややあり。


第 25 層 10YR3/2 黒褐色シルトと 10YR2/1 黒色シルトとの混合土　黄褐色ローム
粒 (φ 3～ 5mm)1%。しまり無し。粘性ややあり。


第 26 層 10YR3/2 黒褐色シルトと 10YR2/1 黒色シルトとの混合土　白色浮石 (ア
ワズナ )( φ 1mm 以下 )3%。黄褐色ローム粒 (φ1～ 2mm)2%。しまり無し。
粘性無し。


第 27 層 10YR2/1 黒色シルト　10YR3/2 黒褐色シルト 2% が一部ブロック状に混じ
る。黄褐色ローム粒 (φ 1～ 2mm)1%。しまり無し。粘性ややあり。


第 28 層 10YR3/3 暗褐色粘土質シルトと 10YR2/2 黒褐色シルトとの混合土　黄褐
色ローム粒 (φ 1～ 2mm)3%。しまりややあり。粘性ややあり。一部カク
ランの影響で柔らかくなっている所あり。


第 29 層 ( 貼床 )　10YR4/3 にぶい黄褐色粘土質シルト・10YR2/2 黒褐色シルト・
10YR5/6 黄褐色ロームブロック (φ 50 ～ 100mm) との混合土　スコリア (
φ 1～ 2mm)1%。10YR8/3 浅黄橙色ロームブロック (φ2～ 15mm)3%。しま
りややあり。粘性ややあり。


Pit1(第30層)　10YR5/6黄褐色粘土質シルトと10YR6/8明黄褐色ロームブロック・
10YR2/2 黒褐色シルトとの混合土　しまりあり。粘性ややあり。


SI-2 C-C'(SI-2 内 SK-1)　　　
第 1層　10YR4/4 褐色粘土質シルトと 10YR2/2 黒褐色シルトとの混合土　10YR8/8


黄橙色ロームブロック (φ 30～ 50mm)10%。10YR2/1 黒色シルトがブロッ
ク状に 2%。アワズナ 5%。スコリア 1%。しまりあり。粘性ややあり。


第 2層　10YR4/4 褐色粘土質シルトと 10YR6/8 明黄褐色ロームブロック (φ30 ～


50mm) の混合土　10YR2/2 黒褐色シルトが粒状に 2%。スコリア 2%。しま
り無し。粘性ややあり。


第 3層　10YR4/6 褐色粘土質シルト　10YR7/6 明黄褐色ロームブロック 2%。スコ
リア 1%。しまりややあり。粘性ややあり。


SI-2 F-F'（SI-2 内 SK-3）　　　
第 1層　10YR2/1 黒色砂質シルト　10YR2/2 黒褐色砂質シルト 3% 混入。アワズナ (


φ1mmの白色浮石)1%。黄褐色浮石(φ2～3mm)1%。しまり無し。粘性無し。
第 2層　10YR3/3 暗褐色砂質シルトと 10YR4/4 褐色粘土質シルトとの混合土　


10YR5/6黄褐色ローム粒3%。炭化物粒1%。焼土粒(φ1mm)1%。しまり無し。
粘性無し。


第 3層　10YR2/1 黒色シルトと 10YR5/6 黄褐色粘土質シルトと 10YR6/8 明黄褐色ロ
ームブロックとの混合土　スコリア 1%。しまり無し。粘性ややあり。


第 4層　10YR4/6 褐色粘土と 10YR3/3 暗褐色粘土質シルトとの混合土　10YR6/3 に
ぶい黄橙砂が1%ブロック状に入る。焼土粒1%。炭化物粒2%。しまり無し。
粘性あり。


第 5層　10YR2/2 黒褐色シルト　10YR3/4 暗褐色シルト 3%。黄褐色ローム粒 (φ1
～ 2mm)2%。しまり無し。粘性無し。


第 6層　10YR3/3 暗褐色粘土質シルトと 10YR2/1 黒色シルトと 10YR7/8 黄橙色ロー
ムとの混合土　焼土粒 (φ 1mm)1%。炭化物粒 1%。しまり無し。粘性やや
あり。


第 7層　7.5YR6/6 橙色粘土　10YR3/3 暗褐色粘土質シルトブロック 5%。炭化物粒
(φ 2～ 5mm)2%。


SI-2 D-D'・E-E'(SI-2 内 SK-2）　　　
第 1層　10YR2/1 黒色シルトと 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト・10YR7/8 黄橙色ロー


ム塊との混合土　炭化物粒 2%。焼土粒 (φ 2～ 5mm)2%。しまりややあり。
粘性ややあり。


第 2層　10YR3/4 暗褐色粘土質シルトと 10YR2/2 黒褐色シルトと 10YR7/8 黄橙色ロ
ーム塊との混合土　炭化物粒 1%。焼土粒 1%。しまり無し。粘性ややあり。


第 3層　10YR7/8 黄橙色ロームと 10YR7/6 明黄褐色砂質シルト (地山由来のブロッ
クか ?) との混合土　炭化物粒 1%。


第 4層　10YR2/2 黒褐色シルト　しまり無し。粘性無し。(カクラン ?)。
第 5層　10YR3/3 暗褐色粘土質シルトと 10YR2/1 黒色シルトと 10YR7/8 黄橙色ロー


ム粒との混合土　しまりややあり。粘性あり。
第 6層　10YR3/2 黒褐色砂質シルト　10YR7/8 黄橙色ローム粒 (φ2～ 5mm)5%。


10YR2/1 黒色シルト 3%。しまり無し。粘性無し。


てやや上ってから下降する。［床］床面北側の 2/3 には貼床が施されていた。南側 1/3 は第Ⅴ層を床


面とする。［柱穴］柱穴は検出されなかった。［その他の付属施設］土坑が 3 基検出された。いずれ


も床・貼床を掘り込んでいる。このうち、SK-3 は開口部付近の壁が焼けて赤化していた。［出土遺物］


堆積土からは土師器坏 1 点 ( 図 9-1)、土師器片が出土した。カマドからは土師器甕 2 個体、羽口 2


個体が出土した。［時期］出土した土師器から平安時代である。（調査：澤田　記載：中村）　　
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根古橋遺跡Ⅱ


図 8　第 2号竪穴号住居跡 (2)


SI-2 G-G’・H-H’・I-I’（カマド )　　
第 1 層　10YR2/2 黒褐色砂質シルト　中掫浮石を母材とする ｡10YR5/6 黄褐色ロ


ーム粒 (φ 1～ 2mm)2%､2.5YR5/8 明赤褐色焼土粒 (φ1～ 2mm)3%｡ しま
りやや有 ｡


第 2 層　10YR3/3 暗褐色粘土　2.5YR5/8 明赤褐色焼土粒 (φ3～ 5mm)7%､ 炭化物
粒 (φ 2～ 5mm)1%｡ しまり有 ｡


第 3 層　5YR4/4 にぶい赤褐色粘土　焼土粒 (φ3～ 5mm)7%｡ しまり有 ｡
第 4 層　10YR4/3 にぶい黄褐色粘質シルトと 10YR2/3 黒褐色シルトとの混合土　


10YR7/8 黄褐色ローム粒 3%､ 焼土粒 (φ 5～ 10mm)5%､ 炭化物粒 (φ1mm
以下 )1%｡ しまり有 ｡


第 5 層　10YR4/3 にぶい黄褐色シルトと 10YR2/2 黒褐色シルトとの混合土　
10YR8/6 黄橙色ローム粒 5%､ 焼土粒 (φ 5～ 7mm)7%､ 炭化物粒 (φ1～
2mm)1%｡ しまりやや有 ｡


第 6 層　10YR2/2 黒褐色砂質シルト　中掫浮石を母材とする (5%)｡ 黄褐色ローム
粒 2%､ 焼土粒 (φ 1～ 2mm)1%｡ しまりやや有 ｡


第 7 層　10YR2/1 黒色シルト　中掫浮石を母材とする (5%)｡10YR6/6 明黄褐色ロ
ーム粒 (φ 1～ 2mm)2%｡ しまり有 ｡


第 8 層　10YR4/4 褐色粘質シルトと 10YR2/2 黒褐色シルトとの混合土　中掫浮石
2%､ 黄褐色ローム粒 (φ 2～ 5mm)2%､ 焼土粒 1%｡


第 9 層　10YR2/2 黒褐色シルト　10YR7/6 明黄褐色ロームブロック 1%､ 焼土粒
1%｡ しまり無 ｡


第 10 層　7.5YR5/4 にぶい褐色粘土と 10YR2/2 黒褐色シルトとの混合土　焼土ブ
ロック (φ 10 ～ 20mm)10%､ 炭化物粒 1%｡ しまり無 ｡


第 11 層　10YR3/4 暗褐色粘質シルト　焼土粒 (φ2～ 5mm)3%｡ しまり有 ｡
第 12 層　7.5YR3/3 暗褐色シルトと 10YR5/8 黄褐色ロームとの混合土　しまり無。
第 13 層　10YR8/3 淡黄橙色粘土　焼土粒 (φ1mm 以下 )2%｡ しまり有 ｡粘性有 ｡カ


マド壁崩落土 ｡
第 14 層　5YR6/6 橙色焼土　しまり有 ｡粘性有 ｡カマド壁崩落土 ｡第 13 層が被熱


によって赤変したものか ｡
第 15 層　10YR3/4 暗褐色シルト　焼土粒 (φ1～ 2mm)7%､ 焼土ブロック (φ6～


10mm)3%､ 炭化物粒 2%｡ しまり無 ｡
第 16 層　5YR6/8 橙色焼土　砂質 ｡火床面 ｡
第 17 層　10YR7/8 黄橙色ローム、10YR2/1 シルト、10YR6/3 黒色にぶい黄橙色粘


土との混合土　10YR8/6 黄橙色ローム粒 (φ2 ～ 5mm)2%､ スコリア (φ1


遺物出土状況カマド遺物出土状況


遺物出土状況


G-G'・H-H'・I-I'
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～ 2mm)1%｡ しまり強 ｡
第 18 層　10YR6/8 明黄褐色ロームと 10YR2/1 黒色シルトとの混合土　10YR8/4 浅


黄橙色ローム粒 (φ 1～ 3mm)2%｡ しまり強 ｡粘性やや有 ｡一部木根の影
響を受けて軟化している ｡


第 19 層　10YR2/1 黒色シルト　中掫浮石を母材とする ｡5YR3/8 明赤褐色焼土粒 (
φ 2～ 5mm)5%､ 炭化物粒 1%｡ しまり有 ｡


第 20 層　10YR2/1 黒色シルトと 10YR3/3 暗褐色粘質シルトとの混合土　中掫浮石
5%､2.5YR4/8 赤褐色焼土粒 (φ 2～ 5mm)2%｡ しまり強 ｡粘性やや有 ｡


第 21 層　10YR4/4 褐色粘質シルトと 10YR2/1 黒色シルトとの混合土　中掫浮石
5%､10YR8/6 黄橙色ローム粒 (φ 2～ 5mm)1%｡ しまり弱 ｡粘性弱 ｡


第 22 層　10YR3/3 黒褐色シルトと 10YR3/3 暗褐色粘質シルトとの混合土　中掫浮
石 3%､5YR4/4 にぶい赤褐色焼土粒 (φ 1～ 2mm)2%｡ しまり弱 ｡粘性無 ｡


第 23 層　10YR3/1 黒褐色シルト　中掫浮石 3%､10YR6/8 明黄褐色ローム粒 (φ1～
4mm)1%､2.5YR4/6 赤褐色焼土粒 (φ1 ～ 2mm)1%｡ しまり強 ｡


第 24 層　10YR2/1 黒色シルト　中掫浮石 3%､10YR5/6 黄褐色ローム粒 (φ1～
3mm)2%､5YR5/8明赤褐色焼土粒(φ1～2mm)1%｡一部焼土ブロック(φ50
～ 80mm) が混入 ｡しまり弱 ｡


第 25 層　10YR3/3 暗褐色粘質シルトと 10YR6/8 明黄褐色ロームとの混合土　しま
り弱 ｡


第 26 層　10YR3/2 黒褐色シルト　10YR5/6 黄褐色ローム粒 (φ1～ 2mm)2%､5YR3/3
暗赤褐色焼土 (粘土質 ｡カマド壁片か )ブロック (φ25mm)1%｡ しまり弱
｡


第 27 層　10YR5/6 黄褐色ローム、10YR4/4 褐色粘質シルト、10YR2/1 黒色シルト
との混合土　10YR8/3 浅黄橙色ローム粒 (φ2～ 5mm)2%､ スコリア (φ1
～ 2mm)1%｡ しまり有 ｡貼床 ｡


第 28 層　10YR4/4 褐色粘質シルト、10YR2/2 黒褐色シルト、10YR5/6 黄褐色ロー
ムブロック（φ 50 ～ 80mm）との混合土　しまりやや有 ｡貼床 ｡


第 29 層　2.5YR7/6 橙色焼土　粘土質 ｡しまり有 ｡カマド壁 ｡
第 30 層　10YR8/2 灰白色粘土　しまり有 ｡カマド壁 ｡
第 31 層　10YR5/3 にぶい黄褐色粘質シルト　2.5YR5/8 明赤褐色焼土粒 (φ2～


5mm)5%｡ しまり弱 ｡撹乱層 ｡
第 32 層　10YR3/3 にぶい黄褐色粘質シルト、10YR7/4 にぶい黄橙色粘質シルト、


5YR5/8 明赤褐色焼土との混合土　しまり有 ｡カマド壁。
第 33 層　10YR3/3 暗褐色粘質シルトと 10YR2/2 黒褐色シルトとの混合土　


10YR5/8黄褐色ロームブロック(φ 5～ 15mm)10%｡一部φ5～ 10cmのロ
ームブロックが混入 ｡貼床 ｡


図 9　第 2号竪穴住居跡 (3)
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SI-03　A-A'・B-B'　　　
第 1 層  10YR1.7/1 黒色シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石 (φ10mm)10% 含む。
第 2 層  10YR3/2 黒褐色シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石 (φ7mm)10% 含む。
第 3 層  10YR2/2 黒褐色シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石 (φ7mm)10% 含む。
第 4 層  10YR3/3 暗褐色シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石 (φ15mm)30% 含む。
第 5 層  10YR3/2 黒褐色砂質シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石 (φ5mm)10% 含む。
第 6a層 10YR2/2 黒褐色砂質シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石 (φ3mm)5% 含む。やや柔らかい。
第 6b層 10YR2/3 黒褐色シルト　10YR6/6 明黄褐色シルト質火山灰土 10% 含む。
第 7 層  10YR2/1 黒色砂質シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石 (φ3mm)2% 含む。やや柔らかい。
第 8 層  10YR3/2 黒褐色砂質シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石 (φ5mm)3% 含む。
第 9 層  10YR3/2 黒褐色砂質シルト　10YR5/8 黄褐色浮石 (φ7mm)10% 含む。
※ 1層は自然堆積と思われるが、その他は浮石を多量に含んでおり、人為的な掘り上げ土と思われる。5･7･8･9 層は砂質で崩落土の可能性
がある。   


SI-3　G-G'(SI-3 内 SK-1)
第 1層　10YR3/2 黒褐色シルト　
第 2層　10YR6/4 にぶい黄橙色粘


土質火山灰土　
第 3層　10YR5/6 黄褐色粘土質火


山灰土・10YR6/8 明黄褐
色・10YR6/7 黄橙色粘土
質火山灰の混合土　


SI-3 F-F’(SI-3 内 SK-2)　　
第 1層　10YR8/6　黄橙色シルト


質火山灰土・10YR3/3 暗
褐色シルトの混合土　


SI-3 H-H’( 貼床 )　　　
第 1層　10YR5/6 黄褐色シルト質


火山灰土・10YR6/8 明黄
褐色シルト質火山灰土
の混合土


図 10　第 3号竪穴住居跡 (1)


第 3 号竪穴住居跡（SI-3）［図 10 ～ 12］


　［堆積土］9 層に分層した。第 5・7 ～ 9 層は砂質で崩落土の可能性がある。［壁］本遺構は大きく


削平を受けており、壁高は各辺で最大 25cm 程度である。［床］第Ⅴ層～第ⅩⅠ層を床面とし、平坦


で堅い。北西隅には 1.8m × 1.2m の範囲に貼り床が施されていた。［カマド］南側に地下式のカマド


が検出された。検出時は袖の灰白色粘土を含む土層がおよそ 1.8m×1.8m の範囲に広がっていた。こ


の土層中には土師器、羽口、鉄製品等の遺物が含まれていた。縦断面は火床面から煙道にかけて平


坦に伸びる。［柱穴］柱穴は検出されなかった。［その他の付属施設］床面から土坑が 2 基検出された。


SK-1 は南東隅に位置する。平面形は方形で、深さは床面から 45cm である。底面北東隅にピットが
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図 11　第 3号竪穴住居跡 (2)


SI-3 C-C’・D-D’・E-E’( カマド )　　　
第 1 層　10YR7/4 にぶい黄橙色シルト　10YR8/2 灰白色浮石含む。
第 2 層　10YR4/4 褐色シルト　
第 3 層　10YR5/8 黄褐色シルト　
第 4 層　10YR6/8 明黄褐色シルト　
第 5 層　10YR3/4 暗褐色シルト　
第 6 層　10YR4/6 褐色シルト　7.5YR6/8 橙色浮石含む。
第 7 層　10YR6/8 明黄褐色シルト　
第 8 層　10YR3/4 暗褐色シルト　7.5YR6/8 橙色浮石含む。
第 9 層　10YR2/2 黒褐色シルト　10YR8/6 黄橙色粘土 (φ5mm)2% 含む。
第 10 層　10YR8/8 黄橙色粘土　
第 11 層　10YR3/4 暗褐色シルト　10YR7/6 明黄褐色 (φ7mm)2% 含む。
第 12 層　10YR2/2 黒褐色シルトと 10YR4/4 褐色粘土　10YR6/8 明黄褐色粘


土 2%。
第 13 層　10YR4/3 にぶい黄褐色粘土　
第 14 層　10YR3/3 暗褐色シルト　7.5YR4/6 褐色粘土 (焼土 )(φ7mm)2%。


10YR8/3 浅黄橙色浮石 (φ 7mm)5%。
第 15 層　10YR4/6 褐色粘土　
第 16 層　7.5YR4/4 褐色シルト (焼土 )　
第 17 層　10YR3/3 暗褐色シルト　7.5YR4/6 粘土 (焼土 )(φ7mm)2%。


10YR8/3 浅黄褐色浮石 (φ 7mm)5%
第 18層　10YR3/4暗褐色シルト　5YR5/8明黄褐色粘土(焼土)粒10%含む。
第 19 層　10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シルト　7.5YR 暗褐色焼土粒 (φ


3mm)2%。7.5YR7/4 にぶい橙色火山灰土 (φ3mm)10%。
第 20 層　10YR3/4 暗褐色砂質シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石 10%。
第 21 層　10YR3/4 暗褐色砂質シルト　7.5YR3/4 暗褐色焼土粒 2%。
第 22 層　10YR6/6 明黄褐色火山灰土　Bt-m。やや租粒の砂を含み、一次堆


積とは考えにくい。
第 23 層　10YR3/4 暗褐色砂質シルト　7.5YR4/2 灰褐色火山灰土 (焼けてい


る )( φ 40mm)10%。10YR6/8 明黄褐色火山灰土 (φ20mm)10%。
第 24 層　10YR3/3 暗褐色砂質シルト　
第 25 層　(カマド袖 )　10YR7/4 にぶい黄橙色火山灰土　


認められた。［出土遺物］カマドから土師器甕１点、羽口 1 点、鉄鏃 1 点、鉄滓 2 点、SK-1 から須


恵器甕破片 1 点が出土した。鉄鏃の鏃身平面形は圭頭鑿箭式で、断面形は片刃鎬、関の有無は不明


である。頚部または茎は 2 本重なっており、紐状のもので縛った痕跡が確認できる。使用しなくなっ


た鉄鏃を 2 本重ねて縛った可能性もある。［時期］出土した遺物の特徴から平安時代である。（中村）
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第 4 号竪穴住居跡（SI-4）［図 13 ～ 15］


　［堆積土］21 層に分層した。第 17 層～第 21 層は、黄褐色火山灰土ブロックを多量に含む黒色系


統のシルトで、色調や含有するブロックの量によって細別したが、基本的な傾向は一致する。壁際


に崩落土として解釈できる土層もなく、一括して堆積したものとしてとらえることができる。第 17


層より上位の土層はレンズ状の堆積を示し、砂質シルトが多い。崩落土や周辺からの流入土の可能


性が考えられる。これらの土層中で、B-Tm( 白頭山・苫小牧火山灰 )、To-a（十和田 a 火山灰）が径


数 cm の範囲で複数確認された。産状から、本遺構が埋没中に降下したものではなく、周辺土壌に含


まれていたものが土壌とともに流入したものと考えられる。［炭化材等］第 17 層～第 21 層中、およ


び床面上で炭化材が多数検出された。炭化材は柱状の形状を示すものが多い。大形の炭化材は、長


軸が住居掘り方の各辺に対して平行・直交するものが多く、小形のものは斜行するものが見られる。


炭化材中にはススキ属が含まれている。ススキ属の検出位置は掘り方北半に限られ、長軸は北西 -


南東方向のものが多い。検出された炭化材のうち、10 点を放射性炭素年代測定に供した ( 第 4 章第


3 節参照 )。［壁］壁の残存状態は良好で、壁高は各壁とも約 60cm ～ 70cm である。壁下部は基本層


序第Ⅴ層でおおむね垂直に立ち上がり、基本層序第Ⅲ層を壁とする上部では大きく外傾する。［カ


マド］住居南東辺の西寄りに地下式のカマドが検出された。天井部は部分的に残存していたが、大


図 12　第 3号竪穴住居跡 (3)
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図 13　第 4号竪穴住居跡 (1)


SI-4 A-A'・B-B'　　
第 1 層   10YR2/1 黒色シルト　孔隙多い。
第 2 層  10YR1.7/1 黒色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石 (


φ 5mm)2%。
第 3 層  10YR1.7/1 黒色シルト　
第 4 層  10YR3/1 黒褐色砂質シルト　10YR5/6 黄褐色浮


石 (φ 5mm)10%。
第 5 層  10YR3/2 黒褐色シルト　10YR5/6 黄褐色浮石 (


φ 5mm)10%。
第 6 層  10YR3/3 暗褐色シルト　
第 7 層  10YR2/2 黒褐色シルト　
第 8 層  10YR2/1 黒色シルト　10YR7/8 黄橙色浮石 (φ


10mm)。
第 9 層  10YR3/1 黒褐色砂質シルト　10YR5/6 黄褐色浮


石 (φ 5mm)5%。
第 10 層 10YR2/1 黒色砂質シルト　10YR5/6 黄褐色浮石


(φ 2mm)1%。
第 11 層 10YR2/2 黒褐色砂質シルト　壁 (Ⅲ層下部 )の


崩落土。
第 12 層 10YR2/1 黒色砂質シルト　10YR5/8 黄褐色浮石


(φ 2mm)1%。
第 13 層 10YR2/2 黒褐色砂質シルト　10YR7/8 黄橙色浮


石 (φ 3mm)5%。
第 14 層 10YR2/2 黒褐色シルト　粗粒砂含む。10YR7/8


黄橙色浮石 (φ 3mm)2%。
第 15 層 10YR1.7/1 黒色シルト　
第 16 層 10YR1.7/1 黒色シルト　粗粒砂含む。


第 17 層 10YR2/2 黒褐色シルト　10YR6/8 明黄褐色シルト質火山灰土 (φ50mm)25%。
7.5YR5/8 明黄褐色焼土 (φ 50mm、火山灰土の焼けたもの )1%。


第 18 層 10YR1.7/1 黒色シルト　
第 19 層 10YR1.7/1 黒色砂質シルト　
第 20 層 10YR1.7/1 黒色シルト　
第 21 層 10YR2/2 黒褐色シルト　10YR6/8 明黄褐色シルト質火山灰土 (φ50mm)40%。


5YR5/8 明赤褐色焼土 (φ 50mm、火山灰土の焼けたもの )1%。
第 22 層 10YR2/2 黒褐色シルト・10YR5/6 黄褐色シルト質火山灰土・10YR6/6 明黄褐色


シルト質火山灰土の混合土　
第 23 層 10YR5/6 黄褐色シルト質火山灰土・10YR6/8 黄褐色シルト質火山灰土の混合土
第 24 層 10YR4/6 褐色シルト質火山灰土・10YR2/2 黒褐色シルト・10YR6/6 明黄褐色シ


ルト質火山灰土の混合土　


SI-4 E-E’(SI-4内 SK-1)　　　
第1層 10YR1.7/1黒色シルト　10YR6/8明黄褐色浮石10%。
第 2層 10YR3/2黒褐色シルト　10YR5/6明黄褐色シルト質火山灰土40%。


SI-4 F-F'(SI-4内 SK-2)　　　
第1層　　10YR1.7/1黒色シルト　10YR5/6黄褐色シルト質火山灰土(φ30mm)20%。
第 2層　　10YR5/8黄褐色シルト質火山灰土　
第3層　　10YR4/4褐色粘土質火山灰土　10YR5/6黄褐色シルト質火山灰土(φ30mm)10%。
第 4層　　10YR4/6褐色粘土質火山灰土　


SI-4 G-G’(SI-4内 SK-3)　　　
第1層　　10YR2/2黒褐色シルト　10YR5/6黄褐色シルト質火山灰土(φ5mm)20%。
第 2層　　10YR4/6褐色粘土質シルト　10YR5/6黄褐色シルト質火山灰土(φ20mm)5%。
第 3層 10YR3/4暗褐色粘土質シルト   


表 3　SI-4 放射性炭素年代測定・樹種同定試料一覧
注記 年代測定 樹種 備考
C-1 コナラ
C-2 09nkhs  1 クリ
C-3 09nkhs  2 コナラ
C-6 09nkhs  3 残存厚 1mm、板状に残存。原形不明
C-7 コナラ
C-8 コナラ
C-10 コナラ
C-14 コナラ
C-15 コナラ
C-16 09nkhs  4 クリ 径 5cm 程度の丸材。
C-17 09nkhs  5 ススキ 樹種　本体に多量残存
C-18 コナラ
C-19 09nkhs  6 コナラ 少なくとも十数年輪を含む径 4cm 内外の丸材。
C-22 コナラ
C-23 コナラ
C-26 コナラ
C-27 コナラ
C-28 コナラ
C-29 ススキ
C-30 ススキ
C-31 コナラ 板材？
C-32 コナラ
C-33 カエデ
C-34 09nkhs  7 ススキ
C-35 コナラ
C-36 コナラ
C-37 コナラ
C-38 コナラ
C-39 コナラ
C-40 09nkhs  8 ススキ
C-41 09nkhs  9 コナラ 径 10cm 弱の丸材。
C-43 09nkhs 10 コナラ 板材か ?
C-44 コナラ 板材か ?残存厚 1cm 弱。風化した部分多い。
C-45 コナラ
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図 14　第 4号竪穴住居跡 (2)


SI-4 C-C’・D-D’( カマド )　　　
第 1 層  10YR5/8 黄褐色シルト質火山灰土　下面の 10mm


程は赤化している。
第 2 層  5YR3/6 暗赤褐色焼土　
第 3 層  5YR3/6 暗赤褐色焼土　
第 4 層  10YR3/4 暗褐色砂質シルト　
第 5 層  7.5YR3/4 暗褐色シルト　
第 6 層  10YR2/2 黒褐色シルト　10YR5/6 黄褐色シルト


質火山灰土 (φ 2mm)40%。
第 7 層  10YR5/6 黄褐色シルト質火山灰土　一部赤化。
第 8 層  10YR7/8 黄橙色火山灰土　
第 9 層  10YR2/3 黒褐色シルト　10YR5/6 黄褐色シルト


質火山灰土 (φ 2mm)30%。
第 10 層 10YR2/3 黒褐色砂質シルト　焼土粒 (φ2mm)5%。
第 11 層 10YR2/3 黒褐色砂質シルト　
第 12 層 10YR5/6 黄褐色シルト質火山灰土　
第 13 層 10YR4/6 褐色粘土質シルト　
第 14 層 10YR2/1 黒色砂質シルト　10YR6/8 明黄褐色シ


ルト質火山灰土粒 (φ 10mm)5% 含む。
第 15 層 10YR2/2 黒褐色砂質シルト　
第 16 層 10YR4/6 褐色シルト質火山灰土　
第 17 層 10YR2/2 黒褐色砂質シルト　2.5YR4/6 赤褐色焼


土ブロック (φ 70mm) 含む。
第 18 層 10YR2/2 黒褐色砂質シルト　10YR5/6 黄褐色シ


ルト質火山灰土 (φ 20mm)10%。焼土 5%。
第 19 層 10YR2/2 黒褐色砂質シルト　
第 20 層 10YR3/3 暗褐色砂質シルト　
焼土 7.5YR5/6 明褐色シルト　　　
カマド袖　7.5YR5/8 明褐色シルト　　


部分は崩落していた。袖の残存状態は良好である。西側の袖には羽口が芯材として用いられていた。


煙道部は火床面からやや下がって竪坑部に至る。［床］北側 2/3 には貼床が検出された。それ以外は


基本層序第Ⅴ層を床面とする。［柱穴］柱穴は検出されなかった。［その他の付属施設］床面から 3


基の土坑が検出された。［出土遺物］第 17 層～第 22 層中、床面・カマドから土師器甕、カマド袖か


ら羽口、壁際 ( 第 17 層～ 21 層中 ) から手鎌 ( 図 15-8) が出土した。また、第 17 層～第 21 層中か


ら鉄分が付着した礫が出土している。計測値のみ観察表に記した。［時期］出土した土師器の特徴、


堆積土中から検出された火山灰の産状から 10 世紀後半と考えられる。（中村）　　
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図 15　第 4号竪穴住居跡 (3)
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第 5 号竪穴住居跡（SI-5）［図 16 ～ 19］


　［堆積土］20 層に分層した。最上部には基本層序第Ⅰ層が堆積しており、これを加えると分層は


21 層となる。第Ⅰ層が落ち込んでいることから、本遺構が現代まで埋まりきらなかったことがわか


る。堆積土中位に焼土 (3a 層) が認められた。また、3b 層は土坑 (SK-1) 中に落ち込んでいる。壁


際に見られる第 7 層、第 10・第 11 層、第 13・第 14 層、第 17 ～第 19 層などは崩落土の可能性が考


えられる。北西壁～南西壁にかけて複数箇所で、B-Tm、To-a と思われる火山灰を径数 cm の範囲で


検出した。産状から本遺構の埋没過程で降下したものではなく、周辺の土壌に含まれていたものが


土壌とともに流れ込んだものと考えられた。［壁］壁の残存状態は良好で、壁高は南西壁が約 70cm、


北西壁・南東壁が約 50cm、北東壁が約 35cm である。南東壁以外は、底面からやや外傾して立ち上


がるが、壁際に崩落土の可能性が認められる土層が堆積していることと関連すると思われる。［炭化


7


1～ 6・8・9


8


9







－ 22 －


根古橋遺跡Ⅱ


SI-5 A-A'・B-B'　　　
第 Ⅰ 層  10YR1.7/1 黒色シルト　炭化物・木片を含む。孔隙多い。旧表土と思わ


れる。
第 1 層  10YR2/1 黒色シルト　10YR8/6 黄橙色浮石 2% 含む。孔隙多い。
第 2a 層 10YR2/1 黒色シルト　スコリア 2%。上層より孔隙少ない。
第 2b 層　10YR2/2 黒褐色シルト　10YR7/8 黄橙色浮石 (φ5mm)3%。2a 層よりやや


明るい。
第 2c 層　10YR3/1 黒褐色シルト　中揶浮石起源と思われる黄褐色粒子を微量含ん


でいる。
第 3a 層　10YR4/3 にぶい黄褐色シルト　
第 3b 層　10YR2/1 黒色シルト　
第 4 層  10YR3/1 黒褐色砂質シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石 (φ2mm)。
第 5 層  10YR3/2 黒褐色砂質シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石 (φ2mm)。
第 6 層  10YR4/6 褐色シルト　
第 7 層  10YR3/3 暗褐色シルト　Ⅴ層の崩落土をブロック状 (φ30mm) に含む。
第 8 層  10YR2/2 黒褐色砂質シルト　10YR7/8 明黄褐色浮石 (φ5mm)2%。
第 9 層  10YR3/2 黒褐色シルト　10YR7/6 明黄褐色浮石 (φ5mm)2%。10YR5/6 黄


褐色火山灰土(Ⅴ層起源)(φ20mm)5%。境界が不明瞭で崩落と思われる。
第 10 層 10YR2/3黒褐色シルト　10YR3/4暗褐色シルト(Ⅴ層起源)を 10%含む。


境界不明瞭で崩落と思われる。
第 11 層 10YR5/6 黄褐色シルト質火山灰土　10YR3/3 暗褐色シルト 20% 含む。境


界不明瞭で崩落土と思われる。
第 12 層 10YR2/3 黒褐色シルト　黄褐色浮石 (φ5mm)5% 含む。


第 13 層 10YR3/2 黒褐色シルト　
第 14 層 10YR3/2 黒褐色シルト　黄褐色火山灰土 10%。境界不明瞭。
第 15 層 10YR2/1 黒色シルト　スコリア含む。
第 16 層 10YR2/2 黒褐色シルト　10YR5/8 黄褐色 10%。
第 17 層　10YR3/3 暗褐色砂質シルト　(φ3mm) 黄褐色 3%。
第 18 層　10YR4/4 褐色砂質シルトと 10YR2/3 暗褐色砂質シルトの混合土　境界不


明瞭。10YR6/8 暗褐色浮石 (φ 7mm)3%。
第 19 層　10YR3/3 暗褐色シルトと 10YR3/4 暗褐色砂質シルトの混合土　境界不明


瞭。
第 20 層　10YR3/3 暗褐色シルト　
※ 5～ 7層、8～ 11 層、18 ～ 20 層はしまり弱く、砂質で壁の崩落土の可能性高い。


図 16　第 5号竪穴住居跡 (1)


材等］南西壁に長軸が直行する炭化した板材を 4 枚 (C-1、C-2、C-3・4、C-5 ～ 7) 検出した。これ


らは 40 ～ 100cm の間隔を置いて平行に検出された。さらに、北西隅に対角線方向に長軸を向けてい


る C-8・9 が検出された。C-1・2 の縦断面は壁に沿って折れ曲がっており、基底部は堆積土中にある。


C-3 ～ 9 も基底部は堆積土中にあり、これらは壁際に固定されたものではなく、上方から落下した


可能性が考えられる。屋根を構成した材が炭化したものであろう。材の形状からは、垂木や木舞の


可能性が考えられよう。出土した炭化材のうち、5点を放射性炭素年代測定に供した(第4章第3節)。


H-H' ～ L-L'
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SI-5 E-E'(SI-5 内 SK-1)　　　
第 1層　 10YR1.7/1 黒色シルト　3b 層が落ちこんだもの。
第 2層　 10YR2/3 黒褐色シルト　10YR4/6 褐色火山灰土 (φ5mm)2%。
第 3層　 10YR5/6 黄褐色粘土質火山灰土　
第 4層　 10YR5/6 黄褐色粘土質火山灰土　10YR5/6 褐色火山灰土 30% 含む。


SI-5 F-F’(SI-5 内 SN-1)　　　
第 1層　 5YR4/8　赤褐色シルト　焼土。


SI-5　G-G’(SI-5 内 SK-2)　　　
第 1層　 10YR4/3　にぶい黄褐色シルト　浮石。


SI-5 C-C’・D-D’(SI-5 カマド )
第 1 層  10YR3/3 暗褐色シルト　
第 2 層  7.5YR6/6 橙色粘土質火山灰土　
第 3 層  7.5YR3/4 暗褐色シルト　7.5YR4/6 褐色焼土粒 40%。
第 4 層  10YR3/2 黒褐色シルト　
第 5 層  10YR5/6 黄褐色粘土質火山灰土　
第 6 層  10YR4/6 褐色粘土質火山灰土　
第 7 層  10YR4/4 褐色粘土と 10YR3/3 暗褐色シルトの混合土　10YR3/4 暗褐色


焼土粒 2%。
第 8 層  10YR2/2 黒褐色シルト・10YR3/3 暗褐色シルト・10YR4/6 褐色粘土質火


山灰土の混合土　
第 9 層  10YR2/2 黒褐色シルト　
第 10 層 2.5YR4/8 赤褐色焼土　
第 11 層 10YR4/8 褐色焼土粒　
第 12 層 10YR4/4 褐色粘土質火山灰土・10YR3/3 暗褐色シルト・10YR6/6 明黄褐


色火山灰土・10YR6/4 にぶい黄橙色粘土質火山灰土の混合土　
第 13 層 10YR3/3 暗褐色シルト　10YR6/8 明黄褐色火山灰土 (φ3mm)10%。
第 14 層 10YR3/3 暗褐色シルト　
第 15 層 10YR4/6 褐色粘土　
第 16 層 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 17 層 10YR2/3 黒褐色砂質シルト　
第 18 層　10YR4/4 褐色シルト　
第 19 層 10YR3/3 暗褐色シルト　
第 20 層 10YR4/6 褐色シルト　


［カマド］南東壁西寄りに地下式のカマドを検出した。検出時は焼土や粘土を含む土層が約 1.9m×


1.0m の範囲に広がっていた。この土層下から多量の土師器片・羽口片が出土した。カマドは壊され


ており、西側の袖が残存していた。煙道部は火床面からやや下り、竪坑部に至る。［床］第Ⅴ～Ⅵ層


を床面とし、平坦である。［柱穴］柱穴は検出されなかった。［その他の付属施設］床面から土坑が


2 基検出された。SK-1 は床面中央部西寄りにあり、断面形は箱形である。SK-2 は南東隅に検出され


た不整形のごく浅い落ち込みである。そのほかに、北西隅のごく浅い落ち込みに焼土が堆積してい


た。［出土遺物］堆積土中から土師器坏・手鎌、カマドから土師器甕、羽口が出土した。［時期］出


土した土師器の特徴や検出した火山灰の産状から B-Tm 降下以後の 10 世紀後半と思われる。（中村）


図 17　第 5号竪穴住居跡 (2)
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根古橋遺跡Ⅱ


図 18　第 5号竪穴住居跡 (3)
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図 19　第 5号竪穴住居跡 (4)


1


2


3


4


5 6


7


8


1 ～ 7


8







－ 26 －


根古橋遺跡Ⅱ


SI-6 A-A'・B-B'　　　
第 1 層  10YR2/1 黒色砂質シルト　草木根含む。旧


表土。
第 2 層  10YR1.7/1 黒色シルト　孔隙多い。


10YR6/8 明黄褐色浮石 (φ 3mm)2%。
第 3 層  10YR1.7/1　黒色シルト　孔隙がなく均質。


上層より黒い。
第 4 層  10YR1.7/1 黒色シルト　やや砂質。
第 5 層  10YR1.7/1 黒色シルト　10YR6/8 明黄褐色


浮石 (φ 5mm)2%。
第 6 層  10YR2/1 黒色シルト　10YR2/2 黒褐色シル


ト 20%。境界不明瞭。10YR6/8 明黄褐色浮
石 (φ 10mm)1%。自然営力による流入土の
可能性高い。


第 7 層  10YR1.7/1 黒色砂質シルト　
第 8 層  10YR2/1 黒色シルト　10YR5/6 明黄褐色浮


石 (φ 3mm)20%。
第 9 層  10YR1.7/1 黒色砂質シルト　
第 10 層 10YR1.7/1 黒色シルト　
第 11 層 10YR2/1 黒色砂質シルト　
第 12 層 10YR2/1 黒色シルト　
第 13 層 10YR2/1 黒色シルトと 10YR3/4 暗褐色シ


ルトの混合土　境界不明瞭。しまり弱い。
壁の崩落土と思われる。


第 14 層 10YR6/8 明黄褐色浮石と 10YR5/6 黄褐色シ
ルト質火山灰土　壁の崩落土。


第 15 層 10YR1.7/1 黒色砂質シルト　
第 16 層 10YR3/1 黒褐色砂質シルト　10YR4/6 褐色


粘土質火山灰土。10YR6/8 明黄褐色火山灰
土 5%。


第 17 層 10YR2/2 黒褐色シルト　やや砂質。や
や色の薄い部分が混じる。境界不明瞭。
10YR5/6明黄褐色浮石(φ 20mm)10%。壁の
崩落土と考えられる。


第 18 層 10YR6/8 明黄褐色浮石　八戸火山灰土第Ⅳ
層の崩落土。


第 19 層 10YR2/1 黒色砂質シルト　10YR4/6 褐色シ
ルト質火山灰土 (φ 3mm)10%。


図 20　第 6号竪穴住居跡 (1)


第 6 号竪穴住居跡（SI-6）［図 20 ～ 22］


　［堆積土］19 層に分層した。全体にレンズ状の堆積を示し、壁際には崩落土の可能性が考えられ


る土層が認められた。第 1 ～第 3 層は砂を含まず、基本層序第Ⅴ層以下に起源する浮石の混入度合


いも低いことから、基本層序第Ⅱ層形成中ないしはそれ以後の自然堆積の可能性が考えられる。［壁］


四辺ともやや外傾して立ち上がる。崩落土と思われる土層が堆積していることとも関連するかもし


れない。［床］第Ⅴ層を床面とし、平坦である。［柱穴］検出されなかった。［カマド］検出時は焼土・


粘土を含む土層が 1.5m × 0.6m の範囲に認められた。この土層の上面・土層中に土師器片、羽口片が


含まれていた。天井部は失われていたが、袖は両袖とも残存していた。煙道部は火床面から平坦に


伸び竪坑部に至る。［その他の付属施設］検出されなかった。［出土遺物］カマドから土師器、羽口、


製塩土器が出土した。［時期］　出土した土師器の特徴から 10 世紀後半である。（中村）　







第3章　検出された遺構と遺物


－ 27 －


SI-6 C-C'・D-D'・E-E'( カマド )　　　
第 1 層 10YR3/2 黒褐色シルト　10YR6/5 明黄褐色シ


ルト質火山灰土 (φ 20mm)5%。
第 2 層 10YR6/6 明黄褐色シルト質火山灰土と


10YR4/2 灰黄褐色シルトの混合土　
第 3 層 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト　7.5YR5/6 明褐


色焼土粒 (φ 3mm)5%。
第 4 層 10YR4/4 褐色シルト　
第 5 層 10YR3/2 黒褐色シルト　7.5YR5/8 明褐色シル


ト (焼土、φ 10mm)30%。
第 6 層 10YR6/6 明黄褐色シルト質火山灰土　
第 7 層 10YR6/6 明黄褐色シルト質火山灰土　浮石。
第 8 層 10YR3/4 暗褐色シルト　7.5YR4/6 褐色焼土　


(φ 10mm)40%。
第 9 層 10YR3/4 暗褐色シルト　7.5YR4/6 褐色焼土　


(φ 5mm)5%。
第 10 層 10YR6/6 明黄褐色シルト質火山灰土　
第 11 層 10YR2/3 黒褐色シルト　
第 12 層 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 13 層 10YR2/2 黒褐色シルト　10YR6/8 黄褐色火山


灰土含む。
第 14 層 10YR6/8 明黄褐色火山灰土　
第 15 層 10YR2/1 黒色シルト　10YR6/8 明黄褐色火山


灰土。
第 16 層 10YR2/2 黒褐色砂質シルト　
第 17 層 10YR2/1 黒色砂質シルト　
第 18 層 10YR2/1 黒色砂質シルト　10YR3/4 暗褐色焼


土粒 5%。
第 19 層 10YR4/4 褐色粘土質火山灰土 (カマド袖 )
第 20 層 10YR4/6 褐色粘土質火山灰土 (カマド袖 )
第 21 層 7.5YR5/6 明褐色焼土　
※焼土・・・10YR5/8 黄褐色シルト


図 21　第 6号竪穴住居跡 (2)
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根古橋遺跡Ⅱ


図 22　第 6号竪穴住居跡 (3)
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SK-4 A-A'　　　
第 1層　10YR3/3 暗褐色シルト 10YR5/8 黄褐色粘土質火山灰


土 (φ 10 ～ 20mm)20%。
第 2層　10YR3/4 暗褐色粘土質火山灰土　(φ20 ～ 60mm) 


10YR1.7/1 黒色シルト 30%。
第 3層　10YR2/3 黒褐色シルト 10YR6/8 明黄褐色粘土質火山


灰土 (φ 10 ～ 50mm)50%。
第 4層　10YR2/3 黒褐色シルト 10YR4/6 褐色粘土質火山灰土


(φ 10 ～ 60mm)15%。


SK-5 A-A'　　　
第 1層　10YR2/2 黒褐色シルト 10YR8/3 浅黄褐


色軽石 (φ 1～ 10mm)5%。
第 2層　10YR3/4 暗褐色シルト 10YR8/6 黄橙色


軽石 (φ 1～ 20mm)10%。炭化物 (φ 1～
5mm)3%。焼土粒 (φ 3～ 20mm)。


第 3層　10YR3/4 暗褐色シルト 10YR8/8 黄橙色
軽石 (φ 3～ 20mm)7%。


第 4層　10YR4/4 褐色シルト 10YR8/8 黄橙色
軽石 (φ 1～ 5mm)30%。炭化物 (φ 1～
5mm)2%。


第 5層　10YR4/6 褐色粘土質火山灰 10YR8/6 黄
橙色軽石(φ1～20mm)10%。炭化物(φ1
～ 5mm)3%。10YR5/4 暗褐色シルト 5%。


SK-6 A-A'　　　
第 1層　10YR3/2 黒褐色シルト 10YR8/6 明黄


褐色シルト質火山灰土 15%。10YR6/6 明
黄褐色火山灰土粒 (φ 20mm)15% 含む。


図 23　第 4・5・6号土坑


第 4 号土坑（SK-4）［図 23］


　［堆積土］4 層に分層した。各土層に基本層序第Ⅴ層以下の火山灰土のブロックを含むことから人


為的に埋め戻されたと思われる。B-Tm と思われる火山灰を粒状に含んでいる。［形状］平面形は円


形で、断面形は箱形を呈する。［出土遺物］遺物は出土しなかった。［時期］B-Tm の産状から、B-Tm


降下後であり、周辺の竪穴住居跡と同様 10 世紀後半が想定される。（中村）


第 5 号土坑（SK-5）［図 23］


　［堆積土］5 層に分層した。各土層に基本層序第Ⅴ層以下の火山灰土のブロックを含むことから、


人為的に埋め戻されたものと思われる。［形状］平面形は長方形で、断面形は上部がやや広がる箱形


を呈する。［出土遺物］遺物は出土しなかった。［時期］付近は削平を受けており、詳細は不明であるが、


周辺で検出された平安時代の竪穴住居跡と同時に機能した可能性がある。（中村）　


第 6 号土坑（SK-6）［図 23］


　［堆積土］基本層序第Ⅴ層以下の火山灰土を多量に含む黒褐色シルトの単層である。人為的に埋め


戻されたものと思われる。［形状］平面形は不整な円形、断面形は箱形である。［出土遺物］遺物は


出土しなかった。［時期］周辺で検出された竪穴住居跡と同時に機能した可能性が高い。（中村）
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SV-5 A-A’　　　
第 1層　10YR1.7/1 黒色砂質シルト (アワズナ母材 ) しまり強い。粘性無し。
第 2層　10YR2/2 黒褐色砂質シルト (アワズナ母材 )と 10YR3/3 暗褐色シルトとの混合土　し


まりやや強い。粘性無し。
第 3層　10YR2/2 黒褐色砂質シルトと 10YR4/6 褐色粘質シルトとの混合土　浮石 2%。しまり


ややあり。粘性あり。
第 4層　10YR2/3 黒褐色砂質シルト　10YR5/6 黄褐色ローム粒 (φ1～ 2mm)1%。しまり中。粘


性弱い。
第 5層　10YR3/2 黒褐色砂質シルト (アワズナ母材 )　10YR5/6 黄褐色ローム粒 (φ1～


2mm)3%。しまりやや弱い。粘性中。
第 6層　10YR2/2 黒褐色砂質シルト (アワズナ母材 )　10YR4/4 褐色ローム粒 (1 ～ 2mm)3%。


しまりやや弱い。粘性中。
第 7層　10YR2/2 黒褐色砂質シルト (アワズナ母材 )と 10YR3/4 暗褐色粘土質シルト 1% との


混合土　褐色ローム粒 2%。しまりやや弱い。粘性中。
第 8層　10YR2/3 黒褐色砂質シルト (アワズナ母材 )　褐色ローム粒 1%。スコリア 1%。しま


り弱い。粘性弱い。
第 9層　10YR2/2 黒褐色砂質シルト (アワズナ母材 )　褐色ローム粒 (φ2～ 3mm)2%。


図 24　第 5号溝状土坑


第 5 号溝状土坑（SV-5）［図 24］


　［堆積土］9層に分層した。基本層序第Ⅲ層に類似した砂質土であり、十和田 b降下浮石は含まない。


自然堆積と思われる。［出土遺物］遺物は出土しなかった。［時期］堆積土の様相から、第Ⅲ層の形


成時期、おおむね縄文時代前期後半～晩期のいずれかと思われる。（調査：澤田、記載：中村）
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表 4　土器観察表
図版
番号


遺構名
出土
位置


層位 取り上げ番号 種別 器種 調整等
口径
(cm)


器高
(cm)


底径
(cm)


備考


 9- 1 SI-2 13 P-1 土師器 坏 外面：体部　ロクロナデ , 底辺部
　ロクロケズリ . 内面：黒色処理
→ミガキ .底面：回転糸切り .


12.3 5.5 5.0 


 9- 2 SI-2 カマド 3 P-53 土師器 甕 外面：ヨコナデ→ヘラケズリ .
内面：ヨコナデ→ヘラナデ .
底面：ヘラケズリ .


11.5 17.1 6.0 


カマド 1 P-29,44,46,48


- 15 P-56


- 1 P-41


 9- 3 SI-2 ｶﾏﾄﾞ 3 P-53,54 土師器 甕 外面：ヨコナデ→ヘラナデ .内面：
ヨコナデ→ヘラナデ . 底面：ヘラ
ナデ .


10.1 11.2 6.4 


ｶﾏﾄﾞ 1 P-36,37,38,49,52


- 1 P-39,40


- - P-78


 9- 4 SI-2 - 焼土上(黒色）P-X 土師器 甕 外面：ヘラケズリ . 内面：ヨコナ
デ→ヘラナデ .


14.0 (9.5） -


- 4 P-X


- 1 P-X


 9- 5 SI-2 カマド 1 P-43,45,X 土師器 甕 外面：ヨコナデ→ヘラケズリ . 内
面：ヨコナデ ,ヘラナデ .


16.0 17.0 7.0 


- 覆土 P-X


- 黒色土下 P-X


- 13 下 P-2,3,5,8,10


- 9 下 P-6,16,17,18,19,20,21,22,23,24


- 9 P-7,11,12,
14,15


12- 1 SI-3 7 P-X 土師器 甕 外面：ヨコナデ→ヘラナデ .内面：
ヨコナデ ,ヘラナデ .


15.0 5.1 -


12- 2 SI-3 SK-1 P-X 須恵器 外面：タタキ .内面：ナデ . - - -


12- 3 SI-3 カマド 7 P-26 須恵器 甕 外面：タタキ .内面：当具痕 . - - -


- 5 P-X


15- 1 SI-4 - カマド P-114 土師器 甕 外面：ヘラケズリ . 内面：ヘラナ
デ .


13.5 7.2 -


SK-2 覆土 P-X


SK-3 覆土 P-X


15- 2 SI-4 6 P-X 土師器 甕 外面ヨコナデ→ヘラナデ . 内面：
ヨコナデ ,ヘラナデ .


10.4 8.0 -


15- 3 SI-4 - カマド P-118,119,
120,121,127


土師器 甕 外面：ヨコナデ→ヘラケズリ . 内
面：ヨコナデ , ヘラナデ . 底面：
ヘラナデ .


13.8 17.0 7.8 


- - P-6,7,8,10,11,12,14,15,16,19
,21,35,37,39,70,72,75,84,85,
92,93,95,96,97,100,101,106


15- 4 SI-4 SK-2 覆土 P-X 土師器 甕 外面：ヘラケズリ . 内面：ヘラナ
デ .底面：ヘラケズリ .


- （8.9) 9.4 


- - P-99


15- 5 SI-4 - - P-38,73,86,87,88,89,90 土師器 甕 外面：ヘラケズリ . 内面：ヘラナ
デ .底面：木葉痕 .


11.6 11.9 9.2 


15- 6 SI-4 - 覆土 P-113 土師器 甕 外面：ヘラナデ . 内面：ヘラナデ
.


11.0 （3.8） -


- - P-98


18- 1 SI-5 カマド P-63 土師器 坏 外面：体部　ロクロナデ , 底面　
回転糸切り→底辺部　手持ちヘラ
ケズリ . 内面：黒色処理→ミガキ
.


14.2 5.6 4.4 


18- 2 SI-5 カマド
煙道


P-X 土師器 甕 外面：ヨコナデ ,胴部　摩滅 .
内面：ヘラナデ .


15.4 7.4 -


18- 3 SI-5 カマド P-15,22,23,26,31,35,47,81,82 土師器 甕 外面：ヨコナデ→ヘラナデ .
内面：ナデ .


11.4 14.2 8.0 


カマド P-X


- 20 P-X


SK-1 3 P-X


18- 4 SI-5 カマド P-8,29,36,41,45 土師器 甕 外面：ヘラケズリ .
内面：ヘラナデ .


- （10.0） 7.2 


18- 5 SI-5 カマド P-19,55,56,57,58,61,80 土師器 甕 外面：ヘラナデ .
内面：ヘラナデ .


- （10.3） 6.3 


   - BD-25 ｶｸﾗﾝ P-X


18- 6 SI-5 床面 P-1 土師器 甕 外面：ヘラケズリ . 内面：ヘラナ
デ .


- （7.0） 6.7 


19- 1 SI-5 - カマド P-2,3,4,11,12,13,14,71,76,77 土師器 甕 外面：ヘラケズリ .
内面：ヘラナデ .
底面：木葉痕 .


- 10.3 7.7 
- 覆土下 P-X
- 9 P-X
- 13 P-X
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図版
番号


遺構名
出土
位置


層位 取り上げ番号 種別 器種 調整等
口径
(cm)


器高
(cm)


底径
(cm)


備考


19- 2 SI-5 カマド P-39,43,69,70 土師器 甕 外面：ヨコナデ→ヘラケズリ .
内面：ヨコナデ .


16.0 (19.8） -


- カマド
煙道


P-X


19- 3 SI-5 カマド P-40,42,50,59,85 土師器 甕 外面：摩滅 . 内面：摩滅 . 底面：
ヘラナデ .


- （9.1） 8.8 


22- 1 SI-6 カマド
煙道


覆土 P-X 土師器 甕 外面：ヨコナデ→ヘラケズリ.内面：
ヨコナデ ,ヘラナデ .


20.6 （13.5） - 


22- 3 SI-6 19 P-X 土師器 甕 外面：ヘラケズリ . 内面：ヘラナ
デ .底面 :ヘラナデ .


- （12.3） 9.1 


22- 2 SI-6 17 P-X 製塩
土器


外面：ヘラナデ . 内面：ヘラナデ
.底面：木葉痕 .


- (12.1) 9.3 外面：輪
積み痕顕


著


表 5　羽口観察表
図版
番号


遺構名
出土
位置


層位 取り上げ番号 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 備考


 9- 6 SI-2 カマド P-1 (23.2) (10.4) (8.8) 1720.3 溶損角 -20°


 9- 7 SI-2 カマド P-2 (16.8) (8.5) (7.7) 650.3 溶損角 -20°


12- 5 SI-3 カマド P-9・10 (9.6) (4.5) (7.0) 171.6 


15- 8 SI-4
- P-1 (15.7) (6.1) (8.2) 330.3 スサ混入


15 P-X


15- 9 SI-4
カマド
芯材


羽口 -2 (25.7) (6.3) (8.1)


19- 5 SI-5
カマド
煙道


P-X (25.0) (8.0) (8.0) 903.1 


19- 6 SI-5 カマド P-1・32・46・48 (20.8) (10.7) (7.6) 934.8 


19- 7 SI-5 13 P-X (18.8) (9.0) (4.6) 183.0


22- 4 SI-6 カマド 羽口 -1・3・4 (24.8) (10.5) (9.3) 949.6 溶損角 -20°


表 6　鉄製品観察表
図版
番号


遺構名
出土
位置


層位 取り上げ番号 器種 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 備考


12- 6 SI-3 カマド 4 鉄滓 -3 鉄鏃 95.0 8.0 3.0 (8.2)


15- 7 SI-4 鉄滓 -1 手鎌 (45.0) 17.0 2.5 (2.7)


19- 8 SI-5 9 鉄滓 -1 手鎌 10.0 16.0 2.0 (9.9) 木部・目釘残存


表 7　石器観察表
図版
番号


遺構名
出土
位置


層位 取り上げ番号 種別 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 石質 備考


SI-2 カマド 1 S-1 金床石 ? 23.4 15.8 16.4 8220.0 安山岩 鉄分付着.写真図版28


12- 4 SI-3 7 S-X 砥石 9.0 4.3 4.9 114.7 凝灰岩


SI-4 - S-1 金床石 ? 24.9 15.0 8.7 2760.0 安山岩 鉄分付着.写真図版31


19- 4 SI-5 13 S-X 砥石 4.5 2.9 2.3 37.3 砂岩
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第 4章　理化学的分析


第 1節　根古橋遺跡より出土した炭化材


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川純子 ( 古代の森研究舎 )


1. はじめに　


  根古橋遺跡は上北郡六戸町大字犬落瀬字根古橋にあり、平安時代の鉄の加工を行っていたと考えら


れる小規模な集落が確認された。本遺跡の竪穴住居 SI-4 及び SI-5 からは炭化材が多数検出され、焼


失住居の可能性が高いことから、平安時代の住居構築材利用を調査するため SI-4 については 33 試料、


SI-5 については 10 試料の炭化材樹種同定を行った。試料からは横断面、放射断面、接線断面の 3 方


向の断面を割り、反射照明型顕微鏡で観察同定した。


2. 同定結果


　炭化材の同定結果を表 8 に示し、


以下に同定された木材構造の記載


を行う。


　 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 節 (Quercus 


sect. Prinus)： 年輪最初にやや大


きな道管が数個並んで、急に径を


減じ、やや角張った小道管が径を


減じながら放射方向に並ぶ環孔材。


穿孔板は単一で放射組織は 1 列と


広放射組織があり、同性。


　クリ (Castanea crenata Sieb. et 


Zucc.)： 年輪最初にやや大きな道


管が数個並んで、径を減じつつ薄


壁の道管が径を減じながら火炎状


に並ぶ環孔材。穿孔板は単一で放


射組織は 1 列で同性。


　カエデ属 (Acer)：年輪内に単独


ないし 2-3 個放射方向に複合した


中くらいの管孔がほぼ均一に散在


する散孔材。木繊維の壁厚が横断


面に波状ないし網目状の模様をつ


くりだす。放射組織は同性で 1-4


細胞幅の紡錘形で、道管内にらせ


表 8 根古橋遺跡出土炭化材の樹種


SI-4 SI-5


番号 樹種 番号 樹種


C-1 コナラ属コナラ節 C-1 コナラ属コナラ節


C-2 クリ C-2 コナラ属コナラ節


C-3 コナラ属コナラ節 C-3 コナラ属コナラ節


C-7 コナラ属コナラ節 C-5 コナラ属コナラ節


C-8 コナラ属コナラ節 C-7 コナラ属コナラ節


C-10 コナラ属コナラ節 C-8 コナラ属コナラ節


C-14 コナラ属コナラ節 C-10 コナラ属コナラ節


C-15 コナラ属コナラ節 C-11 コナラ属コナラ節


C-16 クリ C-12 コナラ属コナラ節


C-17 ススキ属 C-13 コナラ属コナラ節


C-18 コナラ属コナラ節


C-19 コナラ属コナラ節


C-22 コナラ属コナラ節


C-23 コナラ属コナラ節 利用樹種集計


C-26 コナラ属コナラ節 SI-4


C-27 コナラ属コナラ節 コナラ属コナラ節 25


C-28 コナラ属コナラ節 ススキ属 5


C-29 ススキ属 クリ 2


C-30 ススキ属 カエデ属 1


C-31 コナラ属コナラ節 計 33


C-32 コナラ属コナラ節 SI-5


C-33 カエデ属 コナラ属コナラ節 10


C-34 ススキ属 計 10


C-35 コナラ属コナラ節


C-36 コナラ属コナラ節


C-37 コナラ属コナラ節


C-38 コナラ属コナラ節


C-39 コナラ属コナラ節


C-40 ススキ属


C-41 コナラ属コナラ節


C-43 コナラ属コナラ節


C-44 コナラ属コナラ節


C-45 コナラ属コナラ節
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ん肥厚が認められる。


　ススキ属 (Miscanthus)：稈の径は 10mm 以下で中空、表皮は規則的な波状を呈する。維管束は 3 つ


の大きい道管と外側が小道管数本の束でできている。


3.  住居構築材利用


　本遺跡の平安時代の住居跡から出土した炭化材は SI-4 でコナラ属コナラ節 25 点、クリ 2 点、スス


キ属 5 点、カエデ属 1 点であった。また SI-5 ではコナラ属コナラ節 10 点であった。用途から考えて


コナラ節とクリは柱材など、ススキ属は屋根や壁材に利用されていたと考えられる。カエデ属は 1 点


のみであったが、住居構築材としても利用されることがあり、生活用具などでも用いられることから


いずれかが焼失の際に炭化したと考えられる。


　コナラ属とクリは建築材としての利用が高く、特に東北地方の 8 ～ 11 世紀では住居内炭化材の多


くがこの 2 種で占められている。ただし県内で若干の地域差が見られ、ほとんどがクリまたはクリに


少量のコナラ属が混じるのは青森市の近野遺跡、三内遺跡、野木遺跡、弘前市の杢舘遺跡で津軽地方


に多く確認され、逆にコナラ属が多く少量のクリが混じるのは八戸市の和野前山遺跡、東北町白旗館


遺跡、三沢市小田内沼 (1) 遺跡など三八上北に多い ( 山田 1993)( 高橋 2000)。このことは建築材の


調達範囲と関連している可能性がある。


引用文献


高橋利彦． 2000． 第 10節　青森市野木遺跡出土炭化材の樹種．野木遺跡Ⅲ 第5章 自然科学的分析．


青森県教育委員会．77-82．


山田昌久．1993．日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成－用材から見た人間・植物関係史．植


生史研究特別第 1 号．植生史研究会．1-244．
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図 25　根古橋遺跡出土炭化材の顕微鏡写真
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第 2節　根古橋遺跡より出土した炭化種実


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川純子(古代の森研究舎)


1. はじめに　


  根古橋遺跡は上北郡六戸町大字犬落瀬字根古橋にあり、平安時代の鉄の加工を行っていたと考え


られる小規模な集落が確認された。本遺跡の焼失住居と見られる竪穴住居 SI-4 から若干の炭化種実


が検出され、平安時代の穀類利用状況を調査するためこれら炭化種実の同定を行った。


2. 同定結果


炭化種実の同定結果を表 9 に示し、以下に特筆すべき炭化種実の記載を行う。


　キビ：種子はやや膨張して角張った楕円形で杯の部分がやや大きい。


　アワ：種子は炭化のため前後に膨張してやや頂部が突出している。


　アサ：種子は楕円形で 2 面、基部に盤状のへそがあり壁はやや薄くやや堅く、表面は平滑で若干


金属光沢があり、血脈状の模様が目立つ場合が多い。本試料は一部が欠けている。


　シロザ近似種：種子は円形で扁平、炭化しても光沢があり、一端にへこんだへそがあり、そこか


ら種子中心に向かってやや深い溝が入る。


　サナエタデ近似種：果実は円形で扁平、中央がややへこんだものが多く、基部と柱頭は突出して


いる。表面は平滑でやや光沢がある。


　ヤナギタデ：果実は 2 面で卵形、中央はやや膨らみ、表面に多角形の比較的はっきりした網目が


密に分布する。


　不明：焼け膨れているが表面に皮のような構造があり種実と思われるが部位・分類群は不明であ


る。


3.  当時の穀類利用


　本遺跡の平安時代の住居跡から出土した炭化種実のうち穀類はアワ、キビ、イネを、そのほかに


食用とされるアサを出土し、本集落ではイネに雑穀などを組み合わせて利用していたと考えられる。


表 9 根古橋遺跡出土炭化種実


分類群 出土部位 個数


イネ Oryza sativa L. 炭化胚乳完形 4


キビ Panicum miliaceum L. 炭化種子 10


アワ Setaria italica Beauv. 炭化種子 49


タケ亜科 Bambusoides 炭化根茎先端 1


カヤツリグサ属 Cyperus 炭化果実 2


アサ Cannabis sativa L. 炭化種子 1


シロザ近似種 Chenopodium cf. album L. 炭化種子 1


サナエタデ近似種 Persicaria cf. scabrum Moench 炭化果実 1


ヤナギタデ Persicaria hydropiper L. 炭化果実 11


タデ属 Persicaria 炭化果実 1


不明 炭化芽 1


不明 不明 2


核菌綱 菌核 300+
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やや地域を異にするが青森市野木遺跡の平安時代の住居跡からは、イネと雑穀のアワ、キビ、オオ


ムギ、コムギを ( 吉崎ほか 2000)、同遺跡の水場遺構からイネと雑穀のアワ、ヒエ、キビとアサを


出土している ( 吉川 2000)。平安時代の青森県ではイネとともにこれらアワ、キビなどの雑穀やア


サを頻繁に利用する傾向があったと考えられる。


引用文献


吉川純子．2000．第 11 節　野木遺跡より産出した大型植物化石．野木遺跡Ⅲ．青森県教育委員会．


83-88．


吉崎昌一・椿坂恭代．2000．第 8 節　青森県野木遺跡出土平安時代の炭化植物種子．野木遺跡Ⅲ．


青森県教育委員会．65-72．
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図 26　根古橋遺跡 SI-4 竪穴住居跡出土炭化種実
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第 3節　根古橋遺跡における放射性炭素年代　（AMS測定）


（株）加速器分析研究所


１　測定対象試料


　根古橋遺跡は、青森県上北郡六戸町大字犬落瀬字根古橋（北緯40°39′44″、東経141°19′23″）


に所在する。測定対象試料は焼失住居に伴う炭化材 15 点（IAAA-92233 ～ 92237、101042 ～ 101051）


である（表 10）。


２　測定の意義


　遺構の年代を推定する。


３　化学処理工程


（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除き、必要量の試料を採取、乾燥させ、秤


量する（表 12「処理前試料量」）。


（２）酸 - アルカリ - 酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、


超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させ、秤量する（表 12「処理後試料量」）。AAA 処理における


酸処理では、通常 1mol/ ℓ（1M）の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）


水溶液を用い、0.001M から 1M まで徐々に濃度を上げながら処理を行う。


（３）必要量を採取、秤量（表 12「燃焼量」）した試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO2）を発生させる。


（４）真空ラインで二酸化炭素を精製、定量する。この二酸化炭素中の炭素相当量を算出する（表12「精


製炭素量」）。


（５）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生成させる。


（６）グラファイトを内径 1mm のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測


定装置に装着する。


４　測定方法


　加速器をベースとした 14C-AMS 専用装置（NEC 社製）を使用し、14C の計数、 13C 濃度（13C/12C）、14C


濃度（14C/12C）の測定を行う。測定では、米国国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx Ⅱ）


を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。測定回数と 14C


カウント数を表 12 に示す。


５　算出方法


（１）δ 13C は、試料炭素の 13C 濃度（13C/12C）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）で


表した値である（表 10）。AMS 装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。13C/12C 比は表


12 に記載する。
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（２）14C 年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中 14C 濃度が一定であったと仮定して測定され、


1950 年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libby の半減期（5568 年）


を使用する（Stuiver and Polach 1977）。14C年代はδ13Cによって同位体効果を補正する必要がある。


補正した値を表 10 に、補正していない値を参考値として表 11 に示した。14C 年代と誤差は、下 1 桁


を丸めて 10 年単位で表示される。また、14C 年代の誤差（±1σ）は、試料の 14C 年代がその誤差範


囲に入る確率が 68.2％であることを意味する。


（３）pMC (percent Modern Carbon) は、標準現代炭素に対する試料炭素の 14C 濃度の割合である。


pMC が小さい（14C が少ない）ほど古い年代を示し、pMC が 100 以上（14C の量が標準現代炭素と同等


以上）の場合 Modern とする。この値もδ 13C によって補正する必要があるため、補正した値を表 10


に、補正していない値を参考値として表 11 に示した。


（４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の 14C 濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過


去の 14C 濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、14C 年代に対応する


較正曲線上の暦年代範囲であり、1 標準偏差（1σ ＝ 68.2％）あるいは 2 標準偏差（2σ ＝ 95.4％）


で表示される。グラフの縦軸が 14C 年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力


される値は、δ 13C 補正を行い、下一桁を丸めない 14C 年代値である。なお、較正曲線および較正プ


ログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異なる


ため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正


年代の計算に、IntCal04 データベース（Reimer et al. 2004、IAAA-92233 ～ 92237）と IntCal09 デー


タベース（Reimer et al. 2009、IAAA-101042 ～ 101051）を用い、OxCalv4.1 較正プログラム（Bronk 


Ramsey 2009）を使用した。IntCal04 と IntCal09 は今回対象となった年代範囲においては同一で


ある。暦年較正年代については、特定のデータベース、プログラムに依存する点を考慮し、プログ


ラムに入力する値とともに参考値として表 11 に示した。暦年較正年代は、14C 年代に基づいて較正


（calibrate）された年代値であることを明示するために「cal BC/AD」（または「cal BP」）という


単位で表される。


６　測定結果


　SI-4 覆土出土試料の 14C 年代は、09nkhs 1 が 1140±20yrBP、09nkhs 2 が 1130±20yrBP、09nkhs 


3 が 1190 ± 20yrBP、09nkhs 4 が 1140±20yrBP、09nkhs 5 が 1110±20yrBP、09nkhs 6 が 1140±


20yrBP、09nkhs 7 が 1170 ± 10yrBP、09nkhs 8 が 1170±10yrBP、09nkhs 9 が 1140±20yrBP、09nkhs 


10 が 1150 ± 10yrBP である。すべて 1190±20yrBP から 1110±20yrBP の間に含まれ、誤差（±1σ）


の範囲で重なるものも多く、おおむね近い年代値を示している。暦年較正年代（1σ）は、最も古い


09nkhs 3 が 8 世紀後葉から 9 世紀後葉頃、最も新しい 09nkhs 5 が 9 世紀末から 10 世紀後半頃の間


に各々複数の範囲で示され、09nkhs 7、8 が前者に、09nkhs 1、2、4、6、9、10 が後者に近い値となっ


ている。


　SI-5 覆 土 出 土 試 料 の 14C 年 代 は、09nkhs 11 が 1180±20yrBP、09nkhs 12 が 1170±10yrBP、


09nkhs 13 が 1140 ± 20yrBP、09nkhs 14 が 1220±20yrBP、09nkhs 15 が 1180±20yrBP である。5 点


は 1220 ± 20yrBP から 1140 ± 20yrBP の間に含まれ、多くは誤差（±1σ）の範囲で重なる部分を持ち、
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近い値を示す。暦年較正年代（1 σ）は、最も古い 09nkhs 14 が 8 世紀後葉から 9 世紀中葉頃、最も


新しい 09nkhs 13 が 9 世紀後葉から 10 世紀前半頃の間に各々 2 つの範囲で示され、他の 3 点は前者


に近い暦年代範囲となっている。


　以上のように、SI-4 と SI-5 から出土した各々複数の試料を測定した結果、各遺構出土試料とも


変異を持ち、相互に重なる範囲があるものの、大きくは SI-5 の方が古い傾向を示す。なお、一般に


木炭を試料とする場合、測定部位による古木効果に注意する必要がある。


　試料の炭素含有率はすべて 60％程度を超える十分な値で、化学処理、測定上の問題は認められな


い。


文献


Stuiver M. and Polach H.A. 1977 Discussion: Reporting of 14C data, Radiocarbon 19(3), 355-


363


Reimer, P.J. et al. 2004 IntCal04 terrestrial radiocarbon age calibration, 0-26cal kyr 


BP, Radiocarbon 46(3), 1029-1058


Bronk Ramsey C. 2009 Bayesian analysis of radiocarbon dates, Radiocarbon 51(1), 337-360


Reimer, P.J. et al. 2009 IntCal09 and Marine09 radiocarbon age calibration curves, 


0-50,000 years cal BP, Radiocarbon 51(4), 1111-1150


測定番号 試料名 採取場所
試料
形態


処理
方法


δ 13C (‰ ) 
(AMS)


δ 13C 補正あり


Libby Age （yrBP） pMC (%)


IAAA- 92233 09nkhs  1 遺構：SI-4 層位：覆土 注記：C-2 木炭 AAA -25.92± 0.23 1,140± 20 86.75± 0.21 


IAAA- 92234 09nkhs  2 遺構：SI-4 層位：覆土 注記：C-3 木炭 AAA -24.82± 0.21 1,130± 20 86.90± 0.20 


IAAA- 92235 09nkhs  3 遺構：SI-4 層位：覆土 注記：C-6 木炭 AAA -24.53± 0.21 1,190± 20 86.27± 0.18 


IAAA- 92236 09nkhs  4 遺構：SI-4 層位：覆土 注記：C-16 木炭 AAA -22.77± 0.25 1,140± 20 86.76± 0.19 


IAAA- 92237 09nkhs  5 遺構：SI-4 層位：覆土 注記：C-17 木炭（カヤ？） AAA -27.67± 0.17 1,110± 20 87.10± 0.19 


IAAA-101042 09nkhs  6 遺構：SI-4 層位：覆土 注記：C-19 木炭 AAA -27.41± 0.22 1,140± 20 86.78± 0.17 


IAAA-101043 09nkhs  7 遺構：SI-4 層位：覆土 注記：C-34 木炭 AAA - 9.42± 0.21 1,170± 10 86.40± 0.16 


IAAA-101044 09nkhs  8 遺構：SI-4 層位：覆土 注記：C-40 木炭 AAA - 9.51± 0.24 1,170± 10 86.46± 0.16 


IAAA-101045 09nkhs  9 遺構：SI-4 層位：覆土 注記：C-41 木炭 AAA -25.87± 0.20 1,140 ± 20 86.75± 0.16 


IAAA-101046 09nkhs 10 遺構：SI-4 層位：覆土 注記：C-43 木炭 AAA -23.45± 0.22 1,150 ± 10 86.68± 0.16 


IAAA-101047 09nkhs 11 遺構：SI-5 層位：覆土 注記：C-1 木炭 AAA -25.75± 0.27 1,180 ± 20 86.33± 0.17 


IAAA-101048 09nkhs 12 遺構：SI-5 層位：覆土 注記：C-2 木炭 AAA -25.22± 0.21 1,170± 10 86.50± 0.16 


IAAA-101049 09nkhs 13 遺構：SI-5 層位：覆土 注記：C-3 木炭 AAA -26.05± 0.26 1,140± 20 86.75± 0.17 


IAAA-101050 09nkhs 14 遺構：SI-5 層位：覆土 注記：C-7 木炭 AAA -27.29± 0.22 1,220± 20 85.94± 0.16 


IAAA-101051 09nkhs 15 遺構：SI-5 層位：覆土 注記：C-8 木炭 AAA -28.05± 0.21 1,180± 20 86.35± 0.16 


表 10　測定試料の処理方法と放射性炭素年代
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測定番号
δ 13C 補正なし 暦年較正用


(yrBP)
1 σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲


Age(yrBP) pMC　（％）


IAAA-92233 1,160 ± 20 86.59 ± 0.2 1,142 ± 19
884calAD - 900calAD (18.9%)


918calAD - 962calAD (49.3%)


783calAD - 787calAD ( 0.6%)


819calAD - 843calAD ( 4.0%)


861calAD - 975calAD (90.8%)


IAAA-92234 1,120 ± 20 86.93±0.19 1,128 ± 18
893calAD - 899calAD ( 8.2%)


918calAD - 965calAD (60.0%)
885calAD - 976calAD (95.4%)


IAAA-92235 1,180 ± 20 86.35±0.18 1,187 ± 17


783calAD - 789calAD ( 6.1%)


811calAD - 848calAD (34.7%)


853calAD - 882calAD (27.5%)


778calAD - 889calAD (95.4%)


IAAA-92236 1,100 ± 20 87.16±0.18 1,141 ± 17
885calAD - 900calAD (18.4%)


918calAD - 962calAD (49.8%)


828calAD - 840calAD ( 1.7%)


865calAD - 974calAD (93.7%)


IAAA-92237 1,150 ± 20 86.62±0.18 1,109 ± 17
898calAD - 922calAD (29.0%)


942calAD - 973calAD (39.2%)
893calAD - 981calAD (95.4%)


IAAA-101042 1,180 ± 20 86.36±0.16 1,139 ± 15
887calAD - 899calAD (18.6%)


919calAD - 951calAD (49.6%)
874calAD - 974calAD (95.4%)


IAAA-101043 920 ± 10 89.18±0.16 1,174 ± 14


783calAD - 788calAD ( 4.3%)


816calAD - 843calAD (26.5%)


859calAD - 890calAD (37.3%)


778calAD - 794calAD (10.1%)


799calAD - 895calAD (83.9%)


928calAD - 934calAD ( 1.4%)


IAAA-101044 920 ± 10 89.23±0.16 1,169 ± 14


783calAD - 788calAD ( 3.9%)


817calAD - 843calAD (22.7%)


860calAD - 893calAD (41.6%)


780calAD - 792calAD ( 7.9%)


804calAD - 895calAD (82.6%)


925calAD - 938calAD ( 4.9%)


IAAA-101045 1,160 ± 10 86.6 ± 0.16 1,141 ± 15
886calAD - 899calAD (19.9%)


918calAD - 951calAD (48.3%)
870calAD - 973calAD (95.4%)


IAAA-101046 1,120 ± 10 86.95±0.16 1,148 ± 14
881calAD - 899calAD (28.1%)


919calAD - 948calAD (40.1%)


783calAD - 788calAD ( 0.7%)


817calAD - 843calAD ( 4.9%)


860calAD - 905calAD (36.8%)


913calAD - 970calAD (52.9%)


IAAA-101047 1,190 ± 20 86.2 ± 0.16 1,180 ± 15


783calAD - 789calAD ( 5.6%)


812calAD - 845calAD (30.9%)


857calAD - 887calAD (31.7%)


778calAD - 794calAD (11.7%)


800calAD - 892calAD (83.7%)


IAAA-101048 1,170 ± 10 86.46±0.16 1,165 ± 14


783calAD - 788calAD ( 3.2%)


818calAD - 843calAD (18.6%)


860calAD - 895calAD (42.4%)


928calAD - 934calAD ( 4.0%)


780calAD - 792calAD ( 6.3%)


805calAD - 898calAD (78.4%)


922calAD - 943calAD (10.8%)


IAAA-101049 1,160 ± 20 86.56±0.16 1,142 ± 15
885calAD - 899calAD (21.1%)


919calAD - 950calAD (47.1%)


830calAD - 838calAD ( 0.9%)


868calAD - 973calAD (94.5%)


IAAA-101050 1,250 ± 20 85.54±0.16 1,216 ± 15
774calAD - 826calAD (48.6%)


841calAD - 863calAD (19.6%)


724calAD - 740calAD ( 4.5%)


771calAD - 882calAD (90.9%)


IAAA-101051 1,230 ± 20 85.81±0.16 1,178 ± 15


783calAD - 789calAD ( 5.5%)


813calAD - 845calAD (29.7%)


857calAD - 888calAD (33.0%)


778calAD - 893calAD (95.4%)


[ 参考値 ]


表 11 測定試料の放射性炭素年代と較正暦年代
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図 27　歴年較正グラフ (1)
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OxCal v4.1.3 Bronk Ramsey (2009); r:5; IntCal04 atmospheric curve (Reimer et al 2004)
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OxCal v4.1.3 Bronk Ramsey (2009); r:5; IntCal04 atmospheric curve (Reimer et al 2004)
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1300 OxCal v4.1.3 Bronk Ramsey (2009); r:5; IntCal04 atmospheric curve (Reimer et al 2004)
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1300 OxCal v4.1.5 Bronk Ramsey (2010); r:5; Atmospheric data from Reimer et al (2009);
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OxCal v4.1.5 Bronk Ramsey (2010); r:5; Atmospheric data from Reimer et al (2009);
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OxCal v4.1.5 Bronk Ramsey (2010); r:5; Atmospheric data from Reimer et al (2009);
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根古橋遺跡Ⅱ
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1300 OxCal v4.1.5 Bronk Ramsey (2010); r:5; Atmospheric data from Reimer et al (2009);
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1300 OxCal v4.1.5 Bronk Ramsey (2010); r:5; Atmospheric data from Reimer et al (2009);
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OxCal v4.1.5 Bronk Ramsey (2010); r:5; Atmospheric data from Reimer et al (2009);
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OxCal v4.1.5 Bronk Ramsey (2010); r:5; Atmospheric data from Reimer et al (2009);
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図 28　歴年較正グラフ (2)
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第 5章　まとめ


　平成 20・21 年度の 2 ヶ年にわたる調査で、平安時代の竪穴住居跡 6 軒、土坑 5 基、縄文時代の溝


状土坑 5 基が検出された。以下では平安時代の集落を中心に成果をまとめる。


　各住居跡から出土した土器は土師器甕を主体とし、土師器坏、須恵器甕・坏がわずかに伴う。土


師器甕は、胴部に最大径を持つものと口縁部に最大径を持つものがある。どちらも口縁部は短く、


前者には直立気味に立ち上がるもの、短く外反するものがある。後者は口縁部が外反する。外面の


調整はヘラケズリ、ヘラナデが主体である。底面はヘラナデ・ヘラケズリによって調整されるもの、


木葉痕をとどめるものがある。土師器坏は 2 点出土し、いずれもロクロ整形で、内面黒色処理され


るものである。底面は回転糸切りで、底辺部にロクロまたは手持ちによりヘラケズリを施す。柱状


高台を持つ坏は出土しなかった。須恵器は、平成 21 年度のものは理化学的分析を実施していないが


平成 20 年度の調査で出土した坏 2 点は理化学的分析により五所川原産と推定されている。これらの


特徴から、出土土器の年代は 10 世紀中葉～後半を主体とするものと考えられる。


　竪穴住居跡は平成 20 年度の調査で 1 軒、平成 21 年度の調査で 5 軒、計 6 軒検出された。そのう


ち、遺存状態のよい住居跡 5 軒の堆積土上部は自然堆積と考えられるものであった。いずれも降下


火山灰が層をなして検出されることはなかった。第 4 号・第 5 号竪穴住居跡では自然堆積と考えら


れる堆積土中に斑点状に降下火山灰が認められた。理化学的分析は行っていないものの、肉眼的に


は To-a、B-Tm と考えられ、上下関係は認められず、土層中に混在すると考えられた。火山灰のこう


した検出状況から、2 軒の竪穴住居跡は、B-Tm 降灰後に埋没し、周辺土壌に含まれていた火山灰が


土壌とともに流入したと考えられる。また、火山灰が検出されなかった竪穴住居跡も、火山灰降灰


以後、周辺の火山灰が流失した後に埋没したと考えられる。流入した周辺土壌の起源として周堤の


可能性も考えられるが、そうした痕跡はとらえられなかった。


　竪穴住居跡 6 軒のうち、2 軒は焼失住居である。上屋を構成していたと考えられる炭化材・炭化


物を合計 15 点、放射性炭素年代測定に供した。


　第 4 号竪穴住居跡では 10 点を測定し、その結果は 1,110yrBP±20 ～ 1,190±20yrBP まで幅がある。


較正暦年で見た場合、最も古いものは 8C 末～ 9C 末、最も新しいものは 10C 後葉である。較正暦年


が幅を持つ理由としては、試料に由来するもの、測定誤差に由来するもの、較正曲線の波行に由来


するものが考えられる。較正暦年で 8C 末～ 9C 末の年代を示す nkhs3・7・8 については、その理由


はにわかに明らかにできない。特に nkhs7・8 はススキ属で古木効果は考えられない。その他の試料


は 10C 後葉の年代を含んでいる。


　第 5 号竪穴住居跡では 5 点を測定し、較正暦年は最も古い nkhs11 が 8C 後葉～ 9C 末葉、最も新し


い nkhs13 が 9C 中葉～ 10C 後葉の年代を示している。その他の 3 点は前者に近い値になっている。


試料は板材と思われ、年輪を読み取ることはできなかった。


　較正曲線は AD880 ごろから AD950 頃にかけて大きく波行しており、較正暦年代の範囲が広がる要


因の一つとなっている。第 4 号竪穴住居跡・第 5 号竪穴住居跡は火山灰の検出状況からは B-Tm 降下


後に埋没したことが明らかである。B-Tm の降下年代は AD937( 福沢ほか　1998)、あるいは AD947 年
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との推定が示されている（早川・小山　1998）。従って、10C 中葉以降の年代を採用するのが妥当で


ある。火山灰の検出状況から期待される年代と放射性炭素年代測定による較正暦年代を比較すると、


較正暦年代の方が全体として古い値を示しているが、古木効果により 14C 年代が古く得られた可能


性もある。


　遺跡の下限については、出土遺物が少ないこともあって積極的に言及する材料はないが、11C 代


の指標とされる柱状高台坏が出土していないこと、および放射性炭素年代測定の結果から 10C 代を


想定しておきたい。


　土師器・須恵器以外の出土遺物には、鉄器、鉄滓、羽口、砥石、金床石 ?、製塩土器がある。羽


口は第 1 号竪穴住居跡をのぞく各住居跡で出土している。


　『犬落瀬柳沢遺跡・根古橋遺跡』で触れられているとおり、姉沼側対岸には同時期の大規模集落と


考えられる内金矢 (1)・(2) 遺跡がある。さらに周辺には高森 (1) 遺跡や権現沢 (2) 遺跡など古代の


遺跡が存在し、これらの遺跡との関連も注目される。( 中村 )
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写真図版 1


遺跡空中写真


遺跡空中写真
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第 2号竪穴住居跡土層堆積状況　南から


写真図版 2


第 2号竪穴住居跡内土坑検出状況　西から
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写真図版 3


第 2号竪穴住居跡完掘状況　西から


第 2号竪穴住居跡カマド検出状況　西から







－ 50 －


根古橋遺跡Ⅱ


写真図版 4


第 2号竪穴住居跡カマド土層堆積状況　西から


第 2号竪穴住居跡カマド土層堆積状況　南から


第 2号竪穴住居跡カマド煙道土層堆積状況　南から
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写真図版 5


第 2号竪穴住居跡カマド完掘状況　西から


第 2号竪穴住居跡貼床堆積状況　西から
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写真図版 6


第4号溝状土坑土層堆積状況 (南から)


第 2 号竪穴住居跡内第 1号土坑土層堆積状況　南から 第 2号竪穴住居跡内第 2号土坑土層堆積状況　北から


第 2号竪穴住居跡内第 1号土坑完掘状況　西から 第 2号竪穴住居跡内第 2号土坑完掘状況　北から


第 2号竪穴住居跡内第 3号土坑土層堆積状況　南から 第 2号竪穴住居跡内第 4号土坑土層堆積状況　西から


第 2号竪穴住居跡内第 3号土坑完掘状況　南から
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写真図版 7


第 3号竪穴住居跡土層堆積状況　北東から


第 3号竪穴住居跡完掘状況　北西から


第 3号竪穴住居跡土層堆積状況　南東から
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写真図版 8


第 3号竪穴住居跡カマド検出状況　北西から 第 3号竪穴住居跡カマド土層堆積状況　北西から


第 3号竪穴住居跡カマド遺物出土状況　北西から


第 3号竪穴住居跡カマド完掘状況　北西から 第 3号竪穴住居跡内第 1号土坑完掘状況　南西から
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